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輝け、子どもたち⑫　－田頭小－
　創作太鼓「舘山陣太鼓」の継承・保存に取り組んでい
る田頭小学校（髙橋岩男校長、児童９７人）では３月１日、
「舘山陣太鼓引き継ぎ式」が行われました。今春卒業し
た６年生から学校の伝統である同太鼓を引き継いだ５
年生（現６年生）２６人は、力強い演奏を披露しました。
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議
会

定数」
➡２２人

す
る
意
見
や
市
政
へ
の
提
言
な

ど
を
聞
く
「
議
会
報
告
会
」
を

実
施
し
ま
す
。

　　
常
任
委
員
会
の
活
動
状
況
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
４
月
か

ら
常
任
委
員
会
の
審
議
記
録
資

料
な
ど
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公

開
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
一
度
に
多
く
の
傍
聴

者
が
会
議
資
料
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
傍

聴
者
閲
覧
用
１
部
だ
け
だ
っ
た

会
議
資
料
を
貸
し
出
し
ま
す

（
平
成
　
年
第
１
回
定
例
会
か

２５

ら
実
施
し
て
い
ま
す
）。

　
誰
で
も
議
会
の
様
子
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
議
会

中
継
の
映
像
配
信
を
実
施
し
ま

す
（
対
象
は
会
派
代
表
質
問
と

一
般
質
問
）。
な
お
、
設
備
導

入
に
は
経
費
が
伴
う
こ
と
か
ら

新
庁
舎
移
転
後
（
平
成
　
年
　

２６

１２

月
定
例
会
）
か
ら
実
施
す
る
予

定
で
す
。

　
市
当
局
が
質
問
の
趣
旨
や
内

容
を
確
認
し
た
り
、
根
拠
な
ど

論
点
を
明
確
に
し
た
り
す
る
た

め
、
議
員
の
発
言
に
対
し
て
質

問
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
「
反
問
権
」
を
４
月
か
ら

認
め
ま
す（
会
議
規
則
を
改
正
）。

　
議
会
活
動
へ
の
理
解
と
関
心

を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
議
員

が
地
域
に
出
向
き
、
議
会
活
動

の
報
告
や
説
明
を
す
る
と
と
も

に
、
市
民
か
ら
議
会
活
動
に
対

　活発な議会活動と市民への開かれた議会づくりを
目指し、昨年の第１回定例会に設置した議会改革調
査特別委員会（古川津好委員長、工藤剛副委員長）。
同委員会は瀬川健則議長を除く２３人で構成し、約１
年間、議員自らが議会改革に向けて挙げた４０項目の
検討を重ねて、平成２５年市議会第１回定例会最終日
の３月２２日、調査結果を報告しました。ここでは、
そのうち主な１０項目の検討結果をお知らせします。

　
議
長
ま
た
は
副
議
長
に
な
ろ

う
と
す
る
議
員
が
任
期
中
の
運

営
方
針
な
ど
を
示
す
た
め
、
正

副
議
長
選
挙
時
に
所
信
表
明
を

す
る
機
会
を
設
け
ま
す
。
次
の

議
員
の
任
期（
平
成
　
年
５
月
）

２６

の
正
副
議
長
選
挙
か
ら
実
施
し

ま
す
。

　
今
後
、
議
会
報
告
会
の
開
催

を
は
じ
め
、
議
会
広
報
活
動
の

充
実
を
図
る
た
め
に
、
現
在
設

置
し
て
い
る
議
会
広
報
特
別
委

員
会
を
廃
止
し
、
次
の
議
員
の

任
期
か
ら
「
議
会
広
報
常
任
委

員
会
」
を
設
置
し
ま
す
（
今
後
、

委
員
会
条
例
を
改
正
）。

　
議
案
の
審
査
や
議
会
の
運
営

に
つ
い
て
協
議
ま
た
は
調
整
を

行
う
場
と
し
て
、
次
の
４
つ
を

会
議
規
則
に
規
定
し
ま
す
（
会

議
規
則
を
改
正
）。

１
反
問
権
を
付
与

２
議
会
報
告
会
を

実
施

３
常
任
委
員
会

審
議
記
録
な
ど

公
開
配
布

４
議
会
中
継
の

配
信
を
実
施

５
正
副
議
長
選
挙

所
信
表
明
の

機
会
設
け
る

６
議
会
広
報

特
別
委
員
会
を

常
任
委
員
会
に

７
会
議
規
則
に

協
議
の
場
設
置
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改
革

「議員
２４人➡

行
の
と
お
り
と
し
、
今
後
、
景

気
な
ど
の
動
向
を
見
な
が
ら
議

会
と
し
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
同
じ
人
口
規
模
や
面
積
規
模

の
全
国
の
市
な
ど
、
他
の
自
治

体
の
状
況
を
踏
ま
え
、
小
委
員

会
で
検
討
を
行
い
、報
告
の
あ
っ

た「
　
」「
　
」「
　
」「
　
」の
中
か

２０

２１

２２

２４

ら
、
３
月
６
日
に
開
催
し
た
第

　
回
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員

１０会
で
、
委
員
全
員
に
よ
る
記
名

投
票
を
行
い
ま
し
た（
左
写
真
）。

投
票
の
結
果
、「
　
」が
　
票
、

２２

１３

「
　
」が
９
票
、「
　
」が
１
票
と

２０

２１

な
り
、
過
半
数
を
超
え
た「
　
」
２２

に
決
ま
り
ま
し
た
（
各
委
員
の

投
票
結
果
は
下
表
の
と
お
り
）。

　
次
の
市
議
会
議
員
選
挙
か
ら

議
員
定
数
を
現
行
の「
　
」か
ら

２４

２
削
減
の「
　
」と
し
ま
す
（
議

２２

員
定
数
条
例
を
改
正
）。

　
議
員
が
本
会
議
や
委
員
会
な

ど
に
出
席
し
た
と
き
の
費
用
弁

償
の
う
ち
、
日
当（
５
０
０
円
）

を
廃
止
し
ま
す
（
議
員
の
議
員

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す

る
条
例
を
改
正
、
昨
年
　
月
か

１０

ら
実
施
し
て
い
ま
す
）。

　
県
内
の
市
議
会
で
最
も
低
い

議
員
報
酬
（
議
長
　
万
１
０
０

３５

０
円
、
副
議
長
　
万
４
０
０
０

２８

円
、
議
員
　
万
１
０
０
０
円
）

２７

で
す
が
、
現
在
の
任
期
中
は
現

❶
議
員
全
員
協
議
会
　
議
員
全

員
で
構
成
。
議
長
が
必
要
と
認

め
た
重
要
な
事
項
を
協
議
。

❷
常
任
委
員
会
協
議
会（
新
設
）

　
各
常
任
委
員
で
構
成
。
各
常

任
委
員
会
の
所
管
事
項
を
協
議
。

❸
会
派
代
表
者
会
議
　
議
長
、

副
議
長
、
各
会
派
の
代
表
者
で

構
成
。
議
会
活
動
な
ど
で
、
会

派
間
の
連
絡
・
調
整
。

❹
委
員
長
会
議（
新
設
）　
議
長
、

副
議
長
、
各
常
任
委
員
長
、
議

会
運
営
委
員
長
、
特
別
委
員
長

で
構
成
。
各
委
員
会
の
運
営
な

ど
を
協
議
・
調
整
。

　
な
お
、
❶
以
外
は
費
用
弁
償

を
支
給
し
ま
せ
ん
（
議
員
の
議

員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関

す
る
条
例
を
改
正
）。

工
藤
　
直
道

北
口
　
和
男

米
田
　
定
男

髙
橋
　
光
幸

大
和
田
順
一

松
浦
　
博
幸

三
浦
　
　
侃

関
　
善
次
郎

小
笠
原
壽
男

髙
橋
　
悦
郎

伊
藤
　
一
彦

髙
橋
　
　
守

田
中
榮
司
夫

田
村
　
　
孝

小
野
寺
昭
一

古
川
　
津
好

遠
藤
　
公
雄

髙
橋
喜
代
春

渡
邊
　
　
正

工
藤
　
　
剛

渡
辺
　
義
光

大
森
　
力
男

立
花
　
安
文

委
員
名議員定数

記名投票
結果

２０２２２２２０２１２２２２２２２２２２２２２２２０２２２２２０２０２０２０２０２０２２２２定
数

１０
議
員
定
数
は

次
回
か
ら
２
減

８
議
員
の
日
当

５
０
０
円
廃
止

９
議
員
報
酬
は

現
行
の
と
お
り
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東日本大震災から２年を迎えた３月１１日には、会議を一時中断し、
議場で出席者全員が黙とうをささげました

　平成２５年市議会第１回定例会（３月定例会）を２月
２１日から３月２２日までの３０日間、市議会議場で開催
しました。今回の定例会では、田村正彦市長が「施
政方針演述」を行ったほか、５会派の会派代表質問
と１０人による一般質問、２５年度一般会計予算をはじ
めとする議案審議を行い、全３８議案を原案のとおり
承認・可決しました。ここでは、３月定例会の主な
内容を紹介します。

３月定例会
開催

　
年
度
予
算
は
じ
め

２５　
議
案
承
認
・
可
決

３８

市長施政方針演述
合
併
時
に
つ
く
ら
れ
た
新
市
建
設
計
画
を
基
に
策
定

し
た
市
総
合
計
画
に
従
い
な
が
ら「
 農
 と

み
の
り

 輝
 の
大
地
」

ひ
か
り

の
創
造
・
実
現
の
た
め
、
新
た
に
必
要
と
な
っ
た
施

策
も
柔
軟
に
取
り
入
れ
、
着
実
に
事
業
の
推
進
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
　
年
に
五
つ
の
重
点
施
策
を
掲
げ
、
５
カ
年

２３

計
画
と
し
て
策
定
し
た
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

は
３
年
目
を
迎
え
ま
す
。
今
年
か
ら
は
ま
さ
に
計
画

の
仕
上
げ
の
時
期
と
な
り
、
そ
の
着
実
な
推
進
が
、

今
後
の
私
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
す
。

　
引
き
続
き
、
五
つ
の
重
点
施
策
の
「
定
住
化
の
促

進
」
「
第
１
次
産
業
の
生
産
力
向
上
」
「
大
更
駅
周

辺
の
に
ぎ
わ
い
創
出
」
「
合
宿
の
里
づ
く
り
」
「
滞

在
型
観
光
の
推
進
」
を
中
心
に
、
事
業
に
誠
心
誠
意

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
八
幡
平
市
長
　
田
　村
　正
　彦
　

幡
平
市
は
合

併
８
年
目
に

入
り
、
私
の
２
期
目

の
市
政
運
営
の
か
じ

取
り
は
、
最
終
年
を

迎
え
て
い
ま
す
が
、

八
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▼
西
根
第
一
中
学
校
校
舎
改
修

工
事
　
１
億
２
４
７
１
万
円

◉
平
成
　
年
度
八
幡
平
市
一
般

２４

会
計
補
正
予
算
（
第
　
号
）
　

１０

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
９
６

３
万
円
を
増
額
す
る
も
の
で
、

主
な
歳
出
は
養
豚
経
営
安
定
対

策
事
業
費
補
助
金（
５
１
２
万

円
）な
ど
で
す
。

※
今
回
の
定
例
会
で
は
、
５
特

　
別
会
計
と
２
企
業
会
計
の
補

　
正
予
算
も
原
案
の
と
お
り
可

　
決
し
ま
し
た
。

◉
八
幡
平
市
復
興
産
業
集
積
区

域
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
課

税
免
除
に
関
す
る
条
例

　
東
日
本
大
震
災
復
興
に
寄
与

す
る
事
業
者
の
固
定
資
産
税
を

免
除
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◉
八
幡
平
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
本
部
条
例

　
市
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

な
ど
対
策
本
部
に
つ
い
て
、
整

備
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

問
　
毎
年
発
生
し
て
い
る
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
関
わ
り
は
あ

り
ま
す
か
。

答
　
国
が
緊
急
事
態
宣
言
を
出

し
た
場
合
、
市
に
対
策
本
部
を

設
置
す
る
も
の
で
す
。

◉
八
幡
平
市
暴
力
団
排
除
条
例

◉
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

せ
ん
に
関
し
意
見
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　
６
月
　
日
で
任
期
が
満
了
す

３０

る
 村
  瀬
  誠
 さ
ん（
　
）＝
柏
台

む
ら
 
せ
 
ま
こ
と

６５

三
丁
目
＝
を
、
再
び
人
権
擁
護

委
員
に
推
薦
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

◉
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命

に
関
し
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

　
３
月
　
日
付
け
で
辞
職
し
た

３１

古
川
順
子
さ
ん
の
後
任
と
し
て
、

髙
橋
ま
ゆ
み
さ
ん（
　
）＝
畑
＝

４８

を
、
教
育
委
員
会
の
委
員
に
任

命
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

適
任
と
決
定

原
案
に
同
意

髙橋まゆみさん

◉
副
市
長
の
選
任
に
関
し
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
３
月
　
日
付
け
で
退
職
し
た

３１

 武
  田
  常
  徳
 さ
ん
の
後
任
と
し
て
、

た
け
 
だ
 
つ
ね
 の
り

八
幡
平
市
前
企
画
総
務
部
長
の

 岡
  田
 

お
か
 
だ

 久
 さ
ん（
　
）＝
舘
腰
＝

ひ
さ
し

６０

を
、
副
市
長
に
選
任
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

◉
平
成
　
年
度
八
幡
平
市
一
般

２４

会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）
　

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
４
０

１
万
円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

主
な
歳
出
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
公
共
施
設
整
備
基
金
積
立
金

　
２
億
５
０
２
２
万
円

▼
財
政
調
整
基
金
積
立
金
　
２

億
５
０
１
３
万
円

▼
西
根
病
院
事
業
会
計
負
担
金

　
５
０
９
５
万
円

▼
水
道
事
業
会
計
補
助
金
　
１

５
２
４
万
円

▼
道
路
施
設
点
検
業
務
委
託
料

　
２
０
５
０
万
円

▼
市
営
住
宅
屋
根
外
壁
改
修
工

事
　
２
８
０
０
万
円

村瀬誠さん

岡田久さん

原
　案
　可
　決

部
を
改
正
す
る
条
例

　
入
居
者
資
格
の
特
例
措
置
の

範
囲
を
拡
大
す
る
た
め
、
整
備

を
す
る
も
の
で
す
（
４
月
１
日

施
行
）。

問
　
　
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い

２５

る
市
営
仲
町
住
宅
の
建
て
替
え

は
、
こ
の
条
例
改
正
に
基
づ
い

て
行
わ
れ
る
の
で
す
か
。

答
　
日
当
た
り
が
よ
く
な
る
よ

う
な
形
で
交
渉
を
行
っ
て
い
ま

す
。
利
便
性
を
考
慮
し
た
建
て

替
え
を
し
て
い
き
ま
す
。

◉
八
幡
平
市
看
護
師
養
成
修
学

資
金
貸
付
条
例

　
市
内
医
療
施
設
の
看
護
師
確

保
を
図
る
た
め
、
市
民
ま
た
は

保
護
者
の
住
所
が
市
内
に
あ
る

看
護
学
校
な
ど
に
在
学
す
る
人

に
、
月
額
８
万
円
を
上
限
に
修

学
資
金
を
貸
し
付
け
す
る
条
例

で
す（
４
月
１
日
施
行
）。

問
　
医
師
養
成
修
学
資
金
貸
付

条
例
で
は
、
保
証
人
が
２
人
で

す
。
こ
の
条
例
も
３
人
で
は
な

く
２
人
に
す
る
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

答
　
保
護
者
を
含
め
て
３
人
を

確
保
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

※
保
証
人
を
２
人
に
し
て
、
修

　
正
可
決
し
ま
し
た
。

修
　正
　可
　決

市では、看護師を目指す学生の養成を進めます
（昨年度西根病院で行われたふれあい看護体験）

　
市
民
生
活
の
安
全
と
平
穏
を

確
保
す
る
た
め
、
暴
力
団
排
除

に
関
し
て
、
基
本
と
な
る
理
念

を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す

（
４
月
１
日
施
行
）。

◉
八
幡
平
市
準
用
河
川
に
設
け

る
河
川
管
理
施
設
等
の
構
造
の

技
術
的
基
準
に
関
す
る
条
例

　
市
内
の
準
用
河
川
に
設
け
る

河
川
管
理
施
設
な
ど
の
構
造
に

つ
い
て
、
管
理
上
必
要
と
さ
れ

る
基
準
を
定
め
よ
う
と
す
る
も

の
で
す（
４
月
１
日
施
行
）。

◉
八
幡
平
市
道
路
占
用
料
徴
収

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
道
路
の
占
用
区
分
を
改
め
、

占
用
料
の
額
を
改
定
す
る
も
の

で
す（
４
月
１
日
施
行
）。

問
　
破
損
し
て
い
る
看
板
や
、

の
ぼ
り
旗
な
ど
へ
の
対
応
は
ど

の
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
か
。

答
　
景
観
上
古
く
な
っ
た
も
の

に
つ
い
て
は
、
他
の
被
害
も
想

定
さ
れ
ま
す
の
で
、
撤
去
し
て

い
た
だ
く
な
ど
、
設
置
し
た
団

体
な
ど
に
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

◉
八
幡
平
市
法
定
外
公
共
物
管

理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例　
浄
化
槽
処
理
排
水
管
の
敷
説

に
よ
る
占
用
料
を
減
免
で
き
る

よ
う
に
す
る
も
の
で
す
（
４
月

１
日
施
行
）。

◉
八
幡
平
市
営
住
宅
条
例
の
一
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■
総
務
常
任
委
員
会
審
査

◎
消
費
税
増
税
に
反
対
す
る
請

願
書
（
請
願
者
＝
く
ら
し
を
考

え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
者
・

高
橋
克
公
）
　
国
は
消
費
税
増

税
を
や
め
る
よ
う
に
慎
重
審
議

を
す
る
こ
と
を
求
め
る
内
容
　

▼
結
果
　
不
採
択
（
社
会
保
障

と
税
の
一
体
改
革
に
関
係
す
る

法
律
は
、
既
に
成
立
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。
今
回
の
増
税
は

国
民
生
活
を
守
り
、
将
来
の
世

代
に
つ
け
を
回
さ
な
い
た
め
の

も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
東
日

本
大
震
災
の
復
興
へ
の
財
源
も

支
え
る
と
考
え
ま
す
）

▼
本
会
議
の
審
議
結
果
　
賛
成

少
数
で「
不
採
択
」に
決
定

■
八
幡
平
市
議
会
の
政
務
調
査

費
の
交
付
等
に
関
す
る
条
例
の

平成２５年八幡平市議会第１回定例会　賛否の分かれた議案などの採決結果一覧
請願第１号発議案第３号発議案第２号議案第３１号議案第２７号

議　案　名　

　　
　議　員　名

消費税増税に反対す
る請願書

八幡平市議会議員の
議員報酬及び費用弁
償等に関する条例の
一部を改正する条例

八幡平市議会議員定
数条例の一部を改正
する条例

平成２５年度八幡平市
国民健康保険西根病
院事業会計予算

平成２５年度八幡平市
一般会計予算

●○○○○立花　安文１

●○○○○大森　力男２

●○○○○渡辺　義光３

●○○○○工藤　　剛４

●○○○●渡邊　　正５

●○○○●髙橋喜代春６

●○○○○遠藤　公雄７

●○○○○古川　津好８

●○○○○小野寺昭一９

●○○○○田村　　孝１０

●○○○○田中榮司夫１１

●○○○○髙橋　　守１２

●○○○○伊藤　一彦１３

○○○●●髙橋　悦郎１４

●○○○○小笠原壽男１５

●○○○○関　善次郎１６

●○○○○三浦　　侃１７

●○○○○松浦　博幸１８

●●○○○大和田順一１９

●○●○○髙橋　光幸２０

○○○●●米田　定男２１

●○○○○北口　和男２２

●○○○○工藤　直道２３

※○＝賛成、●＝反対。瀬川健則議長は採決には加わりません

議
員
発
議

請
願

一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
提
出

者
＝
議
会
運
営
委
員
長
・
伊
藤

一
彦
）
　
政
務
調
査
費
を
政
務

活
動
費
に
名
称
変
更
し
、
経
費

の
範
囲
な
ど
に
つ
い
て
規
定
す

る
も
の

▼
本
会
議
の
審
議
結
果
　
全
会

一
致
で
原
案
可
決

■
八
幡
平
市
議
会
議
員
定
数
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、

八
幡
平
市
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
提
出
者
＝
議
会
改
革
調
査
特

別
委
員
長
・
古
川
津
好
）
　
詳

し
く
は
、
２
・
３
ペ
ー
ジ

▼
本
会
議
の
審
議
結
果
　
い
ず

れ
も
賛
成
多
数
で
原
案
可
決

■
八
幡
平
市
議
会
会
議
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
提
出

者
＝
議
会
運
営
委
員
長
・
伊
藤

一
彦
）
　
詳
し
く
は
、
２
・
３

ペ
ー
ジ

▼
本
会
議
の
審
議
結
果
　
全
会

一
致
で
原
案
可
決

請
願
１
件
を
不
採
択

発
議
案
４
件
を
可
決

　
第
１
回
定
例
会
で
は
、
請
願
１
件
を
審
査
し
「
不
採
択
」
と
決

定
し
た
ほ
か
、
議
員
発
議
に
よ
る
条
例
改
正
な
ど
４
件
が
提
出
さ

れ
、
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

07 №３１ 平成２５年５月 議会だより

予算特別委員会

２５年度一般会計は
１９６億７００万円
　予算特別委員会（古川津好委員長、立花安文副委員長）を３月１１、１４、１５、１８、１９日
に開催しました。同委員会は瀬川健則議長を除く全議員２３人で構成し、平成２５年度一
般会計予算（総額１９６億７００万円）のほか、６特別会計、２企業会計の予算を審査しまし
た。ここでは、予算特別委員会での主な質疑などを紹介します。

４月１日付新採用職員の皆さん（医師を除く）。（左から）松浦広大（西根病院薬剤師）、佐々木利也（農政課主事補）、
佐々木芳輝（建設課主事補）、関口智恵理（地域福祉課主事補）、丹内仁美（市民課主事補）、佐藤啓太（市民課主事補）、
古川忠彦（商工観光課主事）

合併後最大・前年度比１２億８，６００万円（７．０％）増
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問
　
行
政
改
革
に
よ
る
投
票
区

（
投
票
所
）の
見
直
し
計
画
は
、

市
民
視
点
に
立
っ
て
、
い
か
に

投
票
し
や
す
い
よ
う
に
す
る
か

を
考
え
た
も
の
で
し
ょ
う
か
。

答
　
原
案
の
段
階
で
市
民
視
点

は
念
頭
に
置
い
て
い
ま
す
。
住

民
説
明
会
を
行
い
、
市
民
か
ら

意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
ま
す
。

問
　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
市
税
な
ど
を
納
付
で
き
る
よ

う
で
す
が
、
そ
の
内
容
を
伺
い

ま
す
。

答
　
市
民
税
や
軽
自
動
車
税
、

学
校
給
食
費
、
水
道
料
金
な
ど

　
種
類
を
想
定
し
、
　
年
度
か

１０

２６

ら
予
定
を
し
て
い
ま
す
。

問
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
ど

の
よ
う
な
活
動
を
し
て
も
ら
う

予
定
で
す
か
。

答
　
定
住
促
進
を
図
る
も
の
で

　
年
度
は
２
人
募
集
す
る
予
定

２５で
す
。
教
育
観
光
活
動
な
ど
地

域
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
を

考
え
て
い
ま
す
。

問
　
出
会
い
支
援
事
業
の
予
定

内
容
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
か
。

答
　
昨
年
度
同
様
パ
ー
テ
ィ
ー

問
　
国
道
２
８
２
号
西
根
バ
イ

パ
ス
の
用
地
交
渉
は
　
年
度
で

２４

全
て
終
わ
る
の
で
す
か
。

答
　
地
権
者
　
人
中
、
数
人
が

８９

未
契
約
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
　
入
湯
税
の
予
算
額
に
は
、

２
月
に
策
定
し
た
滞
在
型
観
光

計
画
の
目
標
「
観
光
客
入
り
込

み
数
に
占
め
る
宿
泊
の
割
合
　２０

％
」
が
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

答
　
こ
こ
数
年
減
少
が
続
い
て

い
ま
し
た
が
、
　
年
度
が
回
復

２４

傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
前
年

度
比
４
・
８
％
増
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

問
　
市
債
の
民
生
費
の
中
で
、

過
疎
対
策
債
約
１
億
円
は
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
ま
す
か
。

答
　
重
度
障
害
者
医
療
費
助
成

に
約
４
６
３
０
万
円
、
乳
幼
児

医
療
費
助
成
に
約
５
６
８
０
万

円
を
充
て
る
も
の
で
す
。

問
　
３
年
連
続
で
市
の
借
金
が

増
え
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
見

通
し
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
か
。

答
　
地
方
交
付
税
措
置
さ
れ
、

有
利
な
借
金
で
あ
る
合
併
特
例

債
や
過
疎
対
策
債
を
充
て
て
事

業
を
進
め
て
い
ま
す
。
実
質
公

債
費
率
は
　
％
前
後
を
目
標
に

１５

し
て
い
ま
す
。

予算特別委員会

伸び率増　減平成２４年度平成２５年度会　計　名
７．０％１２億８，６００万円１８３億２，１００万円１９６億　７００万円 　一般会計
　２．８％　９，８９５万円３５億７，１１３万円３６億７，００８万円　国民健康保険特別会計（事業勘定）

特
別
会
計

△３０．３％△１億６，４８３万円５億４，４１７万円３億７，９３４万円　公共下水道事業特別会計
△２３．２％△１億６，６１７万円７億１，４８１万円５億４，８６５万円　農業集落排水事業特別会計
△３８．２％△２，３８３万円６，２４６万円３，８６３万円　浄化槽事業特別会計
△７．９％△２，６７８万円３億３，７３９万円３億１，０６１万円　国民健康保険特別会計（診療施設勘定）
２．５％５７９万円２億２，９５５万円２億３，５３４万円　後期高齢者医療特別会計
２．２％１，１８８万円５億４，３８４万円５億５，５７２万円収入

収益的
　水道事業会計

企
業
会
計

△５．７％△３，０８７万円５億４，０３３万円５億　９４６万円支出
１０６．７％１億２，９８８万円１億２，１７７万円２億５，１６５万円収入

資本的
４７．２％１億４，８７０万円３億１，４８９万円４億６，３５９万円支出
４．１％２，９７１万円７億２，００７万円７億４，９７８万円収入

収益的
　西根病院事業会計

４．１％２，９７１万円７億２，００７万円７億４，９７８万円支出
△１．７％△２７万円　１，６０５万円　１，５７８万円収入

資本的
△１１．５％△２５０万円２，１６７万円１，９１７万円支出

■平成 ２ ５ 年度各会計の当初予算額（金額は１万円未満を四捨五入のため、増減は合わない場合があります）

一
般
会
計
歳
入

形
式
で
す
が
、
年
４
回
の
実
施

に
増
や
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

問
　
生
活
保
護
世
帯
の
推
移
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

答
　
１
月
現
在
１
４
８
世
帯
・

１
９
９
人
で
、
ほ
ぼ
横
ば
い
に

推
移
し
て
い
ま
す
。

問
　
自
殺
予
防
相
談
員
は
ど
の

よ
う
な
業
務
を
行
う
の
で
す
か
。

答
　
看
護
師
の
資
格
を
持
っ
て

い
る
人
で
、
主
に
電
話
相
談
な

ど
を
受
け
る
も
の
で
す
。

問
　
資
源
ご
み
の
分
別
の
見
直

し
は
検
討
し
な
い
の
で
す
か
。

答
　
環
境
基
本
計
画
を
策
定
時

に
議
論
し
ま
し
た
が
、
結
論
に

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
住
民
の

負
担
も
あ
り
ま
す
が
、
前
向
き

に
検
討
し
ま
す
。

問
　
緊
急
雇
用
創
出
事
業
の
中

の
情
報
発
信
に
関
す
る
も
の
は

全
て
同
じ
委
託
先
で
す
か
。

答
　
八
幡
平
Ｆ
Ａ
Ｎ
情
報
発
信

事
業
は
岩
手
め
ん
こ
い
テ
レ
ビ
、

観
光
資
源
情
報
発
信
事
業
は
市

商
工
会
に
委
託
す
る
予
定
で
す
。

問
　
　
年
度
の
八
幡
平
市
の
米

２５

の
作
付
け
面
積
を
　
㌶
増
や
す

９４

こ
と
に
な
っ
て
い
る
要
因
は
何

で
す
か
。

答
　
県
農
業
再
生
協
議
会
が
　２５

年
産
の
八
幡
平
市
の
生
産
量
を

多
く
増
や
し
た
の
に
加
え
、
　２４

年
度
の
作
付
け
面
積
の
未
達
成

分
に
よ
る
も
の
で
す
。
売
れ
る

米
づ
く
り
の
産
地
と
し
て
、
生

産
量
を
達
成
で
き
る
よ
う
に
認

定
方
針
作
成
者
や
農
協
な
ど
に

お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
　
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を

作
成
し
た
集
落
と
、
作
成
し
た

集
落
の
中
で
位
置
付
け
ら
れ
る

青
年
就
農
給
付
金
の
支
援
内
容

を
伺
い
ま
す
。

答
　
プ
ラ
ン
を
作
成
し
た
の
は
、

大
石
平
、
山
小
沢
、
中
村
、
両

沼
、
渋
川
の
五
つ
で
す
。
青
年

就
農
給
付
金
は
、
新
規
就
農
す

る
農
業
者
に
年
間
1
5
0
万
円

を
支
援
し
、
農
業
を
始
め
て
か

ら
年
間
２
５
０
万
円
の
農
業
所

得
と
な
る
ま
で
最
長
5
年
間
助

成
し
ま
す
。

問
　
八
幡
平
国
立
公
園
と
い
う

看
板
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

答
　
老
朽
化
に
よ
り
取
り
払
わ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。
県
と
協

議
し
て
い
ま
す
が
、
早
急
に
は

対
応
で
き
な
い
状
況
で
す
。

■
　民
生
費

一
般
会
計
歳
出

■
　総
務
費

■
　農
林
水
産
業
費

■
　衛
生
費

■
　労
働
費

■
　商
工
費
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■一般会計

　
　都市計画道路大更駅前線調査設計検討業務
８，６９７万円は、概算事業費を示さないまま予算
計上されているのは認めることができません。
また、３年連続で借金額が借金返済額を上回る
予算は、今後の財政運営を危惧するものです。
そして、新庁舎建設には反対であり、本格的に
建設に要する予算約１３億３，０００万円が計上され
ていることから、２５年度予算に反対します。

■国民健康保険西根病院事業会計

　患者の立場に立った病院経営には評価したい
と思うが、約１１憶４，０００万円の内部留保資金が
ありながら、一般会計から８，０００万円の繰り入
れを行うのは排除すべきです。地方公営企業法
では、収入が不足する場合のみに繰り入れを限
定しています。また、企業債残高約２，６００万円
を上回る積立金の運用は、今年度の償還額８７０
万円に対し、積立金充当は３３０万円であり納得
できません。２５年度予算には反対します。

討　　論

反対 髙橋悦郎議員

老
朽
化
し
、
管
理
費
や
修
繕
費

が
増
大
す
る
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
予
算
編
成
を
ど
う
考
え
て

い
ま
す
か
。

答
　
今
後
、
社
会
資
本
の
維
持

補
修
費
の
増
加
は
想
定
さ
れ
ま

す
が
、
財
源
確
保
や
積
立
金
な

ど
を
活
用
し
適
時
適
切
な
維
持

補
修
を
心
掛
け
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
　
小
中
学
校
教
育
で
の
課
題

は
、
基
礎
学
力
を
身
に
付
け
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
学
力

向
上
の
た
め
だ
け
に
子
ど
も
た

ち
に「
も
っ
と
勉
強
し
な
さ
い
」

と
い
う
状
態
が
続
く
の
は
、
競

争
に
勝
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

予算特別委員会

状
況
を
作
り
、
い
じ
め
問
題
に

も
起
因
す
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

答
　
学
力
は
生
き
る
力
、
生
き

る
力
は「
知
・
徳
・
体
」の
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
児
童
生
徒
の
育
成

と
考
え
て
い
ま
す
。
市
で
は
、

４
・
５
年
生
が
標
準
学
力
検
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

結
果
に
基
づ
い
て
教
師
が
子
ど

も
た
ち
の
力
を
高
め
て
い
く
よ

う
活
用
し
て
い
ま
す
。
あ
る
程

度
競
争
し
な
が
ら
切
磋
琢
磨
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
一
人

一
人
の
個
性
を
尊
重
し
、
良
い

面
を
伸
ば
し
て
あ
げ
る
こ
と
が

教
育
の
本
質
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ

レ
に
改
修
す
る
施
設
は
ど
こ
で

す
か
。

答
　
松
尾
八
幡
平
物
産
館
あ
す

ぴ
ー
て
で
す
。
ま
た
、
　
年
度

２５

に
ぶ
な
の
駅
に
設
置
す
る
ト
イ

レ
も
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
に
す

る
予
定
で
す
。

問
　
通
学
路
安
全
対
策
と
し
て
、

市
内
全
域
で
必
要
な
歩
道
を
整

備
す
る
た
め
の
計
画
は
あ
り
ま

す
か
。

答
　
　
年
度
に
予
定
し
て
い
る

２５

道
路
整
備
計
画
策
定
の
段
階
で

議
論
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
　
団
員
が
　
人
に
満
た
な
い

３０

分
団
も
あ
り
、
小
隊
訓
練
が
で

き
な
い
状
況
で
す
。
再
編
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

答
　
　
年
度
に
実
施
し
た
ア
ン

２４

ケ
ー
ト
結
果
を
受
け
て
、
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

問
　
　
年
度
の
市
内
の
小
学
校

２５

の
複
式
学
級
の
状
況
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

答
　
平
笠
小
学
校
が
全
校
で
３

学
年
、
田
山
小
学
校
は
４
学
年

が
複
式
学
級
に
な
り
ま
す
。

※人口は２８，３０８人（４月１日現在）で計算
　金額は１円未満四捨五入

■市民一人当たりに使われるお金

総務費　１１８,４５ ０ 円 民生費　１５６,３１３ 円

衛生費　４９,４９５ 円 労働費　４,３８７ 円 農林水産業費　４６,４１１円

商工費　１８,８６０ 円 土木費　８６,７ ５６ 円 消防費　２ ８,１６４ 円

教育費　４９,４５２ 円 災害復旧費　３９,１００ 円 公債費　８７,４８３ 円

問
　
　
億
を
超
え
る
内
部
留
保

１０

資
金
が
あ
る
中
、
ど
う
し
て
一

般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
す
る
の

で
す
か
。

答
　
減
価
償
却
費
が
入
っ
て
い

て
、
今
後
病
院
を
移
転
新
築
す

る
と
減
少
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
西
根
病
院
あ
り
方
検
討
委

員
会
で
、
病
院
の
公
設
民
営
化

は
検
討
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

答
　
議
論
は
さ
れ
ま
し
た
が
、

市
が
直
接
運
営
す
る
こ
と
で
検

討
が
進
ん
で
い
ま
す
。

問
　
将
来
の
人
口
減
少
時
代
の

到
来
と
と
も
に
、
公
共
施
設
が

問
　
図
書
館
の
一
部
業
務
委
託

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

答
　
図
書
の
貸
し
出
し
や
調
査

資
料
の
問
い
合
わ
せ
な
ど
の
業

務
を
委
託
し
ま
す
。

問
　
凍
上
災
害
査
定
で
認
定
さ

れ
な
い
箇
所
で
、
傷
ん
で
い
る

道
路
補
修
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

答
　
安
全
性
も
考
慮
し
な
が
ら

通
常
の
維
持
管
理
で
補
修
し
て

い
き
ま
す
。

■
　
国
民
健
康
保
険
西
根
病
院

事
業
会
計

反対 米田定男議員

特
別
・
企
業
会
計

■
　土
木
費

■
　消
防
費

■
　教
育
費

■
　災
害
復
旧
費

総
　括
　質
　疑

議会費　６ ,７ ００ 円
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基
に
新
病
院
の
あ
る
べ
き
姿
を

提
言
し
て
い
た
だ
き
、
市
と
し

て
西
根
病
院
移
転
新
築
の
基
本

構
想
を
策
定
し
、
施
設
整
備
事

業
の
具
体
的
な
推
進
を
図
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

田
村
議
員
　
農
業
振
興
は
八
幡

平
市
の
経
済
の
推
進
役
だ
と
思

い
ま
す
が
、
農
業
生
産
額
の
年

次
目
標
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

市
長
　
市
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
で
は
、
　
年
度
末
の
ホ
ウ

２７

レ
ン
ソ
ウ
販
売
額
　
億
円
、
リ

１２

ン
ド
ウ
販
売
額
　
億
円
と
指
標

１３

を
示
し
て
い
ま
す
が
、
他
の
作

物
の
目
標
値
は
定
め
て
い
ま
せ

ん
。
市
で
は
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

に
次
ぐ
品
目
と
し
て
、
ピ
ー
マ

ン
や
ト
マ
ト
を
検
討
し
て
お
り
、

　
年
度
は
栽
培
、
出
荷
に
係
る

２５機
械
な
ど
の
導
入
に
対
す
る
助

成
な
ど
を
予
算
に
計
上
し
て
い

ま
す
。

（新生会）

 田  村 　 孝 　議員
た むら たかし

・西根病院について
・農業の活性化について
・消防団ＯＢ市民による消
防車の運転について

・〔ＴＰＰについて〕

田
村
議
員
　
「
西
根
病
院
あ
り

方
検
討
委
員
会
」
で
議
論
さ
れ

て
い
る
西
根
病
院
に
つ
い
て
、

市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
で

検
討
し
た
内
容
を
伺
い
ま
す
。

市
長
　
西
根
病
院
に
つ
い
て
後

期
基
本
計
画
で
は
、
地
域
医
療

の
拠
点
づ
く
り
と
し
て
充
実
し

た
医
療
体
制
を
整
え
る
た
め
、

移
転
新
築
計
画
を
推
進
す
る
と

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
同
あ
り

方
検
討
委
員
会
で
は
、
人
口
減

少
や
少
子
高
齢
化
、
慢
性
的
な

医
師
不
足
が
続
く
中
、
地
域
の

中
核
病
院
と
し
て
の
機
能
を
ど

の
よ
う
に
確
保
す
る
か
議
論
が

重
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。
議
論
を

地
域
医
療
の
拠
点供
西
根
病
院
僑

移
転
新
築
計
画
の
具
体
化
進
め
る

市
の
経
済
の
推
進
役

農
業
の
活
性
化

質問した事項
西根病院は、地域医療の拠点として移転新築計画の検討が
行われています

田
村
議
員
　
市
内
で
実
際
に
農

業
で
生
活
を
し
て
い
る
人
は
ど

の
く
ら
い
い
ま
す
か
。

農
政
課
長
　
平
成
　
年
時
点
で

２２

は
、
販
売
農
家
は
２
８
８
０
世

帯
で
、
農
業
者
人
口
は
８
４
６

９
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

田
村
議
員
　
消
防
団
員
が
勤
務

先
か
ら
屯
所
ま
で
戻
り
、
火
災

現
場
に
消
防
車
で
移
動
す
る
の

は
大
変
で
す
。
団
員
の
代
わ
り

に
消
防
団
Ｏ
Ｂ
の
車
両
運
転
は

で
き
ま
せ
ん
か
。

市
長
　
市
で
は
、
　
年
度
に
防

２５

災
専
門
職
員
の
採
用
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
自
主
防
災
組
織
の

立
ち
上
げ
や
支
援
団
員
制
度
の

確
立
な
ど
と
あ
わ
せ
て
、
消
防

団
Ｏ
Ｂ
の
車
両
運
転
の
是
非
に

つ
い
て
も
、
運
転
時
の
交
通
事

故
へ
の
保
険
適
用
な
ど
の
問
題

も
含
め
、
具
体
的
に
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

消
防
団
Ｏ
Ｂ
に
よ
る

消
防
車
両
の
運
転
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（市政クラブ）

・市長の政治姿勢について
・農業振興と農業問題につ
いて

・地域のにぎわいづくりに
ついて

・西根病院について
・〔学校における防災教育
について〕

・〔学校統廃合後の空き校
舎の再利用について〕

・〔ジェネリック医薬品
カードの効果と推進につ
いて〕

 工  藤  直  道 　議員
く どう なお みち

※
Ｔ
Ｐ
Ｐ
＝
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
。
加
盟
国

　
間
の
物
品
の
関
税
撤
廃
を
は
じ
め
、
食
品
安
全
基
準
や

　
医
療
、
雇
用
、
投
資
な
ど
に
関
す
る
ル
ー
ル
づ
く
り
を

　
す
る
協
定

市政運営２期の検証と総括

市総合計画に従い着実に推進

ど
喫
緊
の
課
題
で
す
。
市
と
し

て
の
取
り
組
み
を
伺
い
ま
す
。

市
長
　
こ
の
プ
ラ
ン
は
、
各
集

落
の
人
と
農
地
の
問
題
を
解
決

し
、
５
年
後
、
　
年
後
の
未
来

１０

の
設
計
図
を
つ
く
る
こ
と
が
目

的
で
す
。
プ
ラ
ン
作
成
の
支
援

を
し
て
い
き
ま
す
。

工
藤
議
員
　
 Ｔ
Ｐ
Ｐ
 交
渉
参
加

※

は
農
家
に
と
っ
て
影
響
が
大
き

い
も
の
で
す
。
市
長
と
し
て
、

関
係
団
体
と
連
携
し
、
何
ら
か

の
取
り
組
み
を
行
う
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
長
　
今
後
の
交
渉
の
中
の
農

産
物
の
取
り
扱
い
動
向
に
注
視

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

工
藤
議
員
　
大
更
駅
周
辺
お
よ

び
隣
接
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
環

境
整
備
計
画
は
、
　
事
業
で
長

２９

期
に
わ
た
る
も
の
で
す
。
効
率

的
に
進
め
る
た
め
に
も
、
建
設

推
進
室
を
配
置
し
事
業
推
進
を

工
藤
議
員
　
市
政
方
針
演
述
で
、

五
つ
の
重
点
施
策
を
積
極
的
に

推
進
し
て
い
く
と
述
べ
ま
し
た

が
、
産
業
の
振
興
や
雇
用
、
少

子
高
齢
化
対
策
な
ど
一
朝
一
夕

で
解
決
で
き
な
い
重
要
な
課
題

が
山
積
み
し
て
い
ま
す
。
新
年

度
の
事
業
に
ど
の
よ
う
に
反
映

さ
せ
る
の
で
す
か
。

市
長
　
市
総
合
計
画
に
従
い
、

新
た
に
必
要
に
な
っ
た
施
策
も

柔
軟
に
取
り
入
れ
着
実
に
事
業

推
進
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
今

後
は
、
五
つ
の
重
点
施
策
を
中

心
に
、「
 農
 と
み
の
り

 輝
 の
大
地
」実
現

ひ
か
り

に
向
け
安
定
し
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

工
藤
議
員
　
「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」
の
取
り
組
み
は
、
地
域
農

業
を
守
る
意
味
で
も
重
要
な
施

策
と
考
え
ま
す
。
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
は
顕
著
で
あ
り
、
担

い
手
や
新
規
就
農
者
の
確
保
な質問した事項

農
業
振
興
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
に
よ
る
影
響

大
更
駅
周
辺
整
備
に

専
属
の
建
設
推
進
室

老
朽
化
が
著
し
い

西
根
病
院
移
転
新
築

大更駅周辺および隣接地域のまちづくり環境
整備計画は早期の事業着手が望まれています

（大更駅周辺整備予定地）

図
る
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
市

長
の
見
解
を
お
聞
き
し
ま
す
。

市
長
　
現
時
点
で
は
基
盤
整
備

に
横
断
的
な
取
り
組
み
を
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
体
制
が
機
能

し
に
く
い
場
合
に
は
、
必
要
な

体
制
を
整
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。

工
藤
議
員
　
西
根
病
院
は
築
　３７

年
が
経
過
し
、
老
朽
化
が
進
む

状
況
で
、
平
成
　
年
に
は
耐
震

２１

強
度
不
足
の
診
断
が
出
て
い
ま

す
。
補
強
工
事
を
行
う
に
は
億

単
位
の
費
用
が
見
込
ま
れ
て
お

り
、
入
院
患
者
の
安
全
確
保
の

観
点
か
ら
も
早
期
の
移
転
新
築

の
必
要
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
か
。

市
長
　
地
域
医
療
の
中
核
病
院

と
し
て
機
能
を
十
分
発
揮
で
き

る
新
病
院
を
建
設
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
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髙
橋
議
員
　
行
政
評
価
の
方
法

を
予
算
や
出
来
高
だ
け
で
は
な

く
、
住
民
の
満
足
度
調
査
な
ど

に
よ
る
方
法
で
で
き
ま
せ
ん
か
。

市
長
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど

も
含
め
た
満
足
度
調
査
を
行
い
、

指
標
の
推
移
を
確
認
し
な
が
ら

施
策
ご
と
の
成
果
向
上
に
努
め

て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

髙
橋
議
員
　
震
災
時
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
ラ
ジ
オ
の
有
用
性
に

つ
い
て
考
え
を
伺
い
ま
す
。

市
長
　
防
災
行
政
無
線
の
屋
外

拡
声
器
か
ら
の
放
送
は
、
豪
雨

な
ど
風
水
害
時
に
は
聞
こ
え
に

く
い
た
め
、
室
内
や
車
内
で
聴

取
可
能
な
ラ
ジ
オ
は
、
地
域
情

報
の
発
信
、
収
集
に
は
有
用
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ラ
ジ
オ
に
は
、

市
販
の
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
が
使
用
で

き
、
価
格
が
安
く
、
持
ち
運
び

が
可
能
、
電
池
で
も
使
用
で
き

る
な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

髙
橋
議
員
　
八
幡
平
市
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
の
可
能
性

に
つ
い
て
考
え
を
伺
い
ま
す
。

市
長
　
　
年
度
一
般
会
計
当
初

２５

（八起会）

予
算
に
計
上
し
て
い
る
防
災
行

政
無
線
施
設
基
本
設
計
業
務
の

中
で
有
効
な
情
報
伝
達
手
法
に

つ
い
て
、
関
係
機
関
と
協
議
し

て
い
き
ま
す
。

髙
橋
議
員
　
学
習
旅
行
で
八
幡

平
市
を
訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
に
、

市
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て

何
か
一
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
の

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

市
長
　
今
後
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
や

受
け
入
れ
施
設
関
係
者
と
の
意

見
交
換
な
ど
を
通
じ
て
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

住
民
満
足
度
に
よ
る
行
政
評
価

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
実
施
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ラ
ジ
オ
の
有
用
性
は

 髙  橋 　 守 　議員
たか はし まもる

質問した事項
・行政評価について
・防災行政無線のデジタル
化について

・学習旅行の誘致について

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

Ｆ
Ｍ
開
設
の
可
能
性

学
習
旅
行
誘
致
に

歓
迎
の
も
て
な
し
を

髙
橋
議
員
　
子
ど
も
た
ち
向
け

の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

市
長
　
学
校
側
の
ニ
ー
ズ
を
勘

案
し
、
関
係
者
と
内
容
な
ど
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

髙
橋
議
員
　
絵
は
が
き
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
、
自
宅
で
待
つ
家

族
へ
送
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

市
長
　
学
校
関
係
者
の
意
見
も

踏
ま
え
て
、
作
成
費
用
や
実
施

し
た
場
合
の
効
果
な
ど
も
含
め

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

現在の学習旅行では、自然などの体験を通じた学習が取り入
れられています（イーハトーヴォ安比高原自然学校ブナの森
探検）＝イーハトーヴォ安比高原自然学校提供＝

会 派 代 表 質 問

13 №３１ 平成２５年５月 議会だより

（緑松会）

０
０
人
訪
れ
て
い
ま
す
が
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生
の
養
生
の
た

め
休
ま
せ
る
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
が

が
不
足
す
る
状
態
で
す
。
早
急

に
対
応
す
る
た
め
に
松
尾
陸
上

競
技
場
を
全
面
芝
生
化
す
る
も

の
で
す
。
上
寄
木
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
付
近
に
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
増

設
を
計
画
し
て
お
り
、
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
誘
致
の
核
と
な
る
施
設

整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

古
川
議
員
　
県
南
で
生
産
さ
れ

た
シ
イ
タ
ケ
か
ら
基
準
値
を
超

え
る
放
射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
、

同
じ
岩
手
県
と
い
う
こ
と
で
風

評
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
の
調
査
と
何
ら
か
の
支
援
策

を
実
施
し
ま
し
た
か
。

市
長
　
　
数
戸
が
被
害
を
受
け
、

２０

東
京
電
力
に
損
害
賠
償
請
求
を

し
て
い
ま
す
。
県
や
関
係
機
関

と
連
携
し
て
賠
償
額
全
額
の
支

払
い
を
働
き
掛
け
ま
す
。

学力の向上の具体策

小中連携で日々の授業改善

古
川
議
員
　
市
営
の
根
石
と
丑

山
牧
野
は
森
林
化
し
て
返
地
す

る
計
画
で
す
が
、
遊
休
化
し
て

い
る
前
森
山
牧
野
は
今
後
ど
の

よ
う
に
す
る
方
策
で
す
か
。

市
長
　
急
傾
斜
地
で
も
あ
る
こ

と
や
、
道
路
や
牧
草
地
、
管
理

施
設
の
現
状
で
は
利
用
を
中
止

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
す
。

今
後
、
公
共
牧
野
全
体
の
利
用

再
編
な
ど
の
検
討
の
中
で
利
用

方
策
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

古
川
議
員
　
松
尾
陸
上
競
技
場

の
改
修
工
事
は
、
ど
の
よ
う
に

す
る
も
の
で
す
か
。
ま
た
、
上

寄
木
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
含
め
た
付

近
一
帯
は
、
ど
の
よ
う
に
整
備

し
て
い
き
ま
す
か
。

市
長
　
八
幡
平
市
で
は
、
ラ
グ

ビ
ー
や
サ
ッ
カ
ー
の
合
宿
な
ど

の
合
宿
者
が
年
間
約
２
万
３
０

質問した事項
・教育行政運営基本方針に
ついて

・施政方針について

 古  川  津  好 　議員
ふる かわ つ よし

前
森
山
牧
野
の
行
方

松
尾
陸
上
競
技
場

改
修
後
の
用
途

シ
イ
タ
ケ
農
家
へ
の

風
評
被
害
の
状
況

市内児童生徒の学力向上を図っていきます（松野小学
校の授業の様子）

合
同
の
授
業
研
究
会
を
持
ち
、

指
導
方
法
の
改
善
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
日
々
の
授
業
改
善

が
最
も
有
効
な
解
決
策
で
す
。

古
川
議
員
　
対
策
の
中
に
は
、

具
体
的
な
目
標
数
値
の
設
定
が

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

教
育
長
　
各
教
科
と
も
同
調
査

の
平
均
正
答
率
を
３
～
５
㌽
の

上
昇
を
目
指
し
ま
す
。

古
川
議
員
　
　
年
度
の
岩
手
県

２４

学
習
定
着
度
調
査
の
結
果
、
市

内
の
小
中
学
生
の
学
力
が
県
の

平
均
を
下
回
っ
た
と
の
こ
と
で

す
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
考
え
で
す
か
。

教
育
長
　
各
中
学
校
区
で
小
中

連
携
推
進
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、

義
務
教
育
９
年
間
の
成
長
を
見

通
し
た
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。

市内児童生徒の学力向上を図っていきます（松野小学
校の授業の様子）
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今年１１月にいわて生協などがオープンする予定の大更地区松川。
新たな人口増加と雇用の拡大につながるものと期待されます

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
国
道
２
８

２
号
西
根
バ
イ
パ
ス
が
あ
り
、

利
便
性
が
高
い
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
敷
地
面
積
も

約
２
万
平
方
㍍
と
大
き
い
こ
と

か
ら
集
客
力
も
あ
り
、
新
た
に

転
入
や
雇
用
が
増
え
る
も
の
と

捉
え
て
い
ま
す
。
大
更
駅
周
辺

の
に
ぎ
わ
い
創
出
は
、
市
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
の
五
つ
の

重
点
施
策
の
一
つ
で
あ
り
、
　２４

年
度
は
大
更
駅
西
口
駅
前
広
場

の
実
施
設
計
や
市
道
山
子
沢
線

の
用
地
補
償
な
ど
を
実
施
し
ま

し
た
。
次
年
度
以
降
も
着
実
に

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

髙
橋
議
員
　
市
で
は
各
種
施
策

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
な
か
な

か
人
口
増
加
に
つ
な
が
っ
て
き

て
い
ま
せ
ん
。
平
成
　
年
に
は

３２

市
の
人
口
が
２
万
６
０
６
７
人

と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
、

定
住
促
進
に
結
び
付
か
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

（自由クラブ）

 髙  橋  喜  代  春 　議員
たか はし き よ はる

・市の開発計画の取り組み
について

・定住促進について
・通学路の安全対策について
・〔ＧＤＰ（国内総生産）
２％押し上げについて〕

・〔除染について〕

髙
橋
議
員
　
新
庁
舎
建
設
や
Ｊ

Ｒ
花
輪
線
北
森
駅
の
移
設
と
開

発
が
進
み
、
八
幡
平
市
も
大
き

く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

い
わ
て
生
協
な
ど
が
今
年
　
月
１１

に
、
大
更
地
区
松
川
に
開
店
予

定
で
す
が
、
市
で
は
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
ま
す
か
。
本
来
で

あ
れ
ば
、
こ
の
事
業
開
発
に
合

わ
せ
て
、
大
更
駅
周
辺
の
ま
ち

づ
く
り
の
開
発
も
早
急
に
取
り

組
む
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、

計
画
通
り
の
取
り
組
み
が
で
き

る
の
か
伺
い
ま
す
。

市
長
　
い
わ
て
生
協
な
ど
の
大

更
松
川
地
区
進
出
は
、
開
発
予

定
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
西
根
イ

大
更
地
区
松
川
の
 Ｓ
Ｃ
 開
発

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

新
た
な
転
入
・
雇
用
の
増
大
へ

市
長
　
こ
れ
ま
で
も
人
口
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
る
施
策
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
が
、
市
単
独

の
施
策
で
は
特
効
薬
が
見
当
た

ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。
今
後

も
定
住
促
進
と
交
流
人
口
の
拡

大
に
向
け
て
、
子
育
て
支
援
や

地
域
産
業
の
活
性
化
、
就
業
機

会
の
確
保
、
観
光
産
業
の
振
興

と
交
流
人
口
の
増
加
策
な
ど
を

国
と
県
の
施
策
と
連
携
し
な
が

ら
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
き

ま
す
。

髙
橋
議
員
　
市
で
も
通
学
路
の

緊
急
合
同
点
検
を
実
施
し
た
と

の
こ
と
で
す
が
、
通
学
路
の
変

更
が
必
要
な
箇
所
は
あ
り
ま
し

た
か
。

教
育
長
　
各
学
校
か
ら
危
険
箇

所
と
し
て
報
告
を
受
け
た
　
カ
７１

所
の
う
ち
、
　
カ
所
を
要
対
策

３３

箇
所
と
し
ま
し
た
が
、
通
学
路

の
変
更
を
要
す
る
箇
所
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

質問した事項

定
住
促
進
の
対
策

通
学
路
の
安
全
確
保

一 般 質 問
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市民競技役員の確保と充実

スキー国体開催の場合の課題

・スキー国体について

 立  花  安  文 　議員
たち ばな やす ふみ

質問した事項

平成２８年スキー国体の開催地が八幡平市に決定すると１１年
ぶり４回目、八幡平市としては初の開催となります（平成
１７年に旧安代町で開催された「岩手りんどう国体」開会式）

を
要
請
さ
れ
て
い
る
の
が
実
態

で
す
が
、
ス
キ
ー
国
体
の
開
催

が
決
定
さ
れ
た
際
に
は
、
特
例

と
し
て
強
く
派
遣
要
請
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

立
花
議
員
　
県
か
ら
貸
与
さ
れ

て
い
る
車
両
や
計
時
用
備
品
で

更
新
の
要
請
が
必
要
な
も
の
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
長
　
特
に
更
新
の
要
請
が

必
要
と
考
え
て
い
る
の
は
、
平

成
８
年
式
の
圧
雪
車
１
台
、
ス

ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
７
台
、
ア
ル
ペ

ン
計
時
用
機
器
１
台
、
平
成
　１６

年
式
の
ジ
ャ
ン
プ
飛
距
離
判
定

シ
ス
テ
ム
１
式
、
平
成
　
年
式

１０

の
ラ
イ
フ
ル
競
技
用
標
的
交
換

機
　
台
で
す
。

２０
立
花
議
員
　
ス
キ
ー
国
体
を
開

催
す
る
場
合
に
、
関
連
施
設
の

整
備
に
つ
い
て
計
画
は
あ
り
ま

す
か
。

市
長
　
田
山
射
撃
場
ま
で
通
じ

る
市
道
矢
神
線
の
整
備
に
向
け

た
実
施
設
計
を
　
年
度
に
行
い

２５

ま
す
。

立
花
議
員
　
平
成
　
年
に
ス

２８

キ
ー
国
体
を
開
催
す
る
場
合
の

課
題
は
何
で
し
ょ
う
か
。

教
育
長
　
平
成
　
年
に
旧
安
代

１７

町
で
開
催
し
た
第
　
回
ス
キ
ー

６０

国
体
（
岩
手
り
ん
ど
う
国
体
）

で
は
、
競
技
役
員
3
6
2
人
、

高
校
生
補
助
員
1
2
2
人
、
自

衛
隊
員
1
5
3
人
の
計
6
3
7

人
が
競
技
運
営
に
従
事
し
ま
し

た
。
競
技
役
員
の
内
訳
は
、
市

民
　
％
、
市
外
　
％
、
市
職
員

３０

３０

　
％
、
教
員
　
％
、
S
A
J
派

２０

１５

遣
5
％
で
、
ス
タ
ッ
フ
の
確
保

が
一
番
の
課
題
で
す
。
ス
キ
ー

国
体
の
開
催
が
決
定
さ
れ
た
際

に
は
、
市
民
競
技
役
員
を
充
実

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

立
花
議
員
　
市
の
ス
キ
ー
国
体

事
務
局
を
設
置
し
た
場
合
、
県

に
対
し
て
職
員
派
遣
要
請
を
行

う
考
え
が
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

教
育
長
　
県
で
は
、
平
成
　
年
１７

を
最
後
に
派
遣
を
打
ち
切
っ
て

い
ま
す
。
逆
に
、
平
成
　
年
秋

２８

季
国
体
に
は
、
市
職
員
の
派
遣

教
育
長
　
赤
リ
ン
ド
ウ
は
晩
秋

品
種
で
あ
り
、
2
月
出
荷
は

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
出

荷
で
も
不
可
能
と
の
こ
と
で
す

が
、
ス
キ
ー
国
体
の
開
催
が
決

定
さ
れ
た
際
に
は
、
開
会
式
会

場
で
の
リ
ン
ド
ウ
の
装
飾
に
つ

い
て
の
検
討
を
進
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

立
花
議
員
　
こ
れ
ま
で
開
会
式

会
場
装
飾
用
の
リ
ン
ド
ウ
を
平

成
　
年
は
地
元
農
家
に
促
成
栽

１０
培
、
平
成
　
年
に
は
ニ
ュ
ー

１７

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
農
家
に
栽
培
の

委
託
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

平
成
　
年
の
ス
キ
ー
国
体
で
は
、

２８

開
発
中
の
赤
リ
ン
ド
ウ
を
使
え

な
い
で
し
ょ
う
か
。
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市
長
　
次
の
市
長
選
挙
と
市
議

会
議
員
選
挙
か
ら
選
挙
公
報
を

発
行
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
で
選
挙
啓
発
を

行
い
、
投
票
率
向
上
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

副
市
長
　
次
回
か
ら
は
、
選
挙

管
理
委
員
長
が
答
弁
し
ま
す
。

渡
辺
議
員
　
ま
ち
づ
く
り
、
人

づ
く
り
教
育
推
進
は
、
小
中
学

生
か
ら
各
年
代
の
郷
土
学
習
の

取
り
組
み
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

教
育
長
　
市
内
全
て
の
小
中
学

校
で
社
会
科
副
読
本
を
活
用
す

る
な
ど
し
て
地
域
の
自
然
や
歴

史
、
文
化
、
先
人
の
学
習
な
ど

を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

商
工
会
と
企
業
懇
談
会
の
協
力

を
い
た
だ
き
、
職
場
見
学
や
職

場
体
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地

域
の
力
を
活
用
し
、
児
童
生
徒

に
郷
土
を
愛
す
る
心
を
育
む
よ

う
学
校
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

渡
辺
議
員
　
西
根
地
区
市
民
セ

ン
タ
ー
は
最
盛
期
に
は
年
間
４

万
5
0
0
0
人
以
上
の
利
用
者

が
あ
り
、
市
内
最
大
の
社
会
教

育
施
設
で
す
。
設
立
当
初
の
理

念
に
基
づ
き
、
市
の
リ
ー
ダ
ー

養
成
な
ど
の
拠
点
づ
く
り
の
場

と
主
催
事
業
開
催
を
進
め
る
よ

う
に
提
案
し
ま
す
。

市
長
　
現
在
は
、
公
民
館
と
し

て
の
活
動
は
行
っ
て
お
ら
ず
、

市
民
な
ど
へ
の
貸
し
出
し
を
中

心
に
利
用
し
て
い
る
状
況
で
す
。

議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、
利
用

者
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、

指
定
管
理
者
制
度
の
活
用
な
ど

も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
運
営

の
在
り
方
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

渡
辺
議
員
　
市
長
選
挙
と
市
議

会
議
員
選
挙
の
選
挙
公
報
発
行

が
必
要
と
考
え
ま
す
。
公
報
発

行
と
政
治
学
習
や
投
票
率
向
上

を
ど
う
進
め
て
い
き
ま
す
か
。

 渡  辺  義  光 　議員
わた なべ よし みつ

渡
辺
議
員
　
来
年
の
　
月
に
庁

１１

舎
が
移
転
す
れ
ば
、
現
庁
舎
や

西
根
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
、
西

根
地
区
体
育
館
な
ど
の
利
用
者

の
激
減
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
現

有
公
共
施
設
を
教
育
、
保
健
、

福
祉
の
拠
点
と
し
て
構
想
し
て

は
ど
う
で
す
か
。

市
長
　
　
年
度
は
首
都
圏
を
は

２４

じ
め
、
東
北
地
区
な
ど
に
本
社

が
あ
る
上
場
企
業
や
学
校
法
人

に
現
庁
舎
の
有
効
活
用
の
可
能

性
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
新
た
な

産
業
振
興
と
定
住
や
交
流
人
口

の
拡
大
を
目
標
に
有
効
的
な
活

用
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

庁
舎
移
転
後
の
公
共
施
設
の
活
用

企
業
や
学
校
法
人
を
視
野
に
検
討

選
挙
公
報
発
行
と

投
票
率
の
向
上
策

副
読
本
や
職
場
体
験

人
づ
く
り
教
育
推
進

質問した事項
・庁舎移転後の現有公共施
設の活用拡大について

・選挙公報発行と政治学習、
投票率向上について

・まちづくり・人づくり教
育推進について

・〔東大更小学校跡活用検
討結果について〕

庁舎移転で利用者が激減することが予想される現有公共施設
の一体的な活用が望まれます（写真右が現市庁舎）
庁舎移転で利用者が激減することが予想される現有公共施設
の一体的な活用が望まれます（写真右が現市庁舎）
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・市総合計画について
・いじめ対策について

 北  口  和  男 　議員
きた ぐち かず お

各種行事の持ち回り開催検討

市民の一体感醸成を図るため

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

教
育
長
　
各
学
校
で
は
、
い
じ

め
を
起
こ
さ
せ
な
い
集
団
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
万

が
一
起
き
た
場
合
に
は
学
校
全

体
で
い
じ
め
を
受
け
た
子
ど
も

を
支
え
、
周
囲
に
対
し
て
「
い

じ
め
は
絶
対
に
許
さ
な
い
」
と

い
う
 毅
 
き

 然
 と
し
た
姿
勢
を
教
師

ぜ
ん

が
示
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

い
じ
め
た
子
ど
も
の
家
庭
が
問

題
を
抱
え
て
い
る
場
合
は
、
専

門
機
関
な
ど
に
相
談
し
、
改
善

策
を
見
つ
け
て
い
き
ま
す
。

北
口
議
員
　
社
会
教
育
と
し
て

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
現
状
と
今
後

の
在
り
方
は
ど
う
あ
れ
ば
よ
い

で
し
ょ
う
か
。

教
育
長
　
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議

会
は
、
市
内
小
中
学
校
に
平
舘

高
校
を
加
え
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
対
象
に
い

じ
め
を
テ
ー
マ
に
し
た
事
業
事

例
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
じ
め

問
題
を
含
め
、
今
後
学
習
機
会

の
提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

北
口
議
員
　
八
幡
平
市
を
訪
れ

る
観
光
客
の
大
半
は
、
市
内
の

高
速
道
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
松
尾

八
幡
平
の
名
称
を
「
八
幡
平
・

安
比
高
原
」
に
変
え
て
ほ
し
い

と
い
う
市
民
の
声
が
あ
り
ま
す
。

実
現
す
る
と
観
光
Ｐ
Ｒ
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
長
　
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

名
称
を
変
え
る
た
め
の
道
路
標

識
や
情
報
版
、
各
種
シ
ス
テ
ム

の
変
更
費
用
は
、
全
額
市
の
負

担
と
な
り
ま
す
。
先
進
事
例
調

査
を
行
う
な
ど
、
時
間
を
か
け

て
検
討
す
べ
き
も
の
で
す
。

北
口
議
員
　
い
じ
め
ら
れ
た
子

ど
も
の
支
援
、
い
じ
め
た
側
の

子
ど
も
が
抱
え
る
背
景
や
要
因

に
あ
る
家
庭
教
育
の
在
り
方
を

質問した事項

松
尾
八
幡
平
Ｉ
Ｃ

名
称
変
更
し
て
は

い
じ
め
た
子
ど
も
が

抱
え
る
要
因

市が主催する各種行事などは、持ち回り開催の検討を働
き掛けていきます（昨年度は、松尾地区公民館で開催さ
れた八幡平市芸術祭の作品展示）

参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
は
、
市

の
現
在
を
知
り
、
今
後
の
方
向

性
を
知
ら
せ
る
大
事
な
機
会
で

す
。
一
体
感
の
醸
成
を
図
る
こ

と
は
長
い
時
間
を
要
し
ま
す
。

市
民
参
加
の
機
会
を
広
げ
る
た

め
、
市
が
主
催
す
る
各
種
行
事

な
ど
は
、
持
ち
回
り
開
催
の
検

討
を
働
き
掛
け
て
い
き
ま
す
。

北
口
議
員
　
市
政
運
営
に
当
た

り
、
市
長
は
旧
３
町
村
の
住
民

の
一
体
感
の
醸
成
を
最
大
の
課

題
と
捉
え
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
配
慮
を

し
て
い
ま
す
か
。

市
長
　
合
併
し
て
か
ら
各
種
行

事
や
催
し
物
は
一
本
化
さ
れ
ま

し
た
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
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髙
橋
議
員
　
国
は
新
年
度
予
算

で
、
生
活
保
護
基
準
を
３
年
か

け
て
過
去
最
大
の
７
・
３
％
引

き
下
げ
る
と
し
て
い
ま
す
が
、

市
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

市
長
　
国
民
の
最
低
限
の
生
活

を
保
障
す
る
生
活
保
護
制
度
は
、

最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

と
し
て
の
役
割
を
引
き
続
き
果

た
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
支
援
が
必
要
な
人

を
保
護
す
る
基
本
的
な
概
念
は
、

今
後
も
堅
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

髙
橋
議
員
　
八
幡
平
市
で
も
生

活
保
護
基
準
は
、
住
民
税
の
非

課
税
基
準
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、

保
育
料
や
国
民
健
康
保
険
税
の

減
免
制
度
の
基
準
に
も
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
生
活
保
護
基
準
が

引
き
下
げ
ら
れ
た
場
合
、
市
の

制
度
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ

り
ま
す
か
。

 髙  橋  悦  郎 　議員
たか はし えつ ろう

・子育て支援について
・生活保護について髙

橋
議
員
　
市
長
は
以
前
「
八

幡
平
市
は
、
保
育
料
の
軽
減
や

学
童
保
育
事
業
な
ど
県
内
で
は

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
子
育
て
支
援

を
し
て
い
る
が
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
」
と
答
弁
し
て
い
ま

し
た
が
、
市
の
課
題
で
あ
る
定

住
化
の
促
進
に
向
け
て
「
子
育

て
応
援
の
ま
ち
宣
言
」
を
公
式

に
発
表
す
る
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

市
長
　
宣
言
を
し
た
い
気
持
ち

は
あ
り
ま
す
が
、
果
た
し
て
市

と
し
て
表
に
出
す
こ
と
が
い
い

の
か
迷
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

少
し
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

子
育
て
応
援
の
ま
ち
宣
言
す
べ
き

良
い
こ
と
だ
検
討
し
て
み
た
い

生
活
保
護
引
き
下
げ

そ
の
他
に
ど
う
影
響

企
画
総
務
部
長
　
住
民
税
の
均

等
割
の
非
課
税
基
準
は
生
活
保

護
基
準
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ま
ま
引
き
下
げ
に
な
る
と
、

住
民
税
の
均
等
割
を
払
う
人
が

増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

国
か
ら
の
情
報
が
入
っ
て
き
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
市
単
独
の
対

応
に
つ
い
て
は
予
測
が
つ
か
な

い
状
況
で
す
。

児
童
福
祉
課
長
　
現
在
は
、
生

活
保
護
世
帯
と
、
住
民
税
非
課

税
世
帯
で
母
子
・
障
害
の
世
帯

は
保
育
料
が
無
料
で
す
が
、
基

準
が
引
き
下
が
れ
ば
対
象
者
も

変
わ
っ
て
き
ま
す
。

髙
橋
議
員
　
就
学
援
助
の
基
準

も
生
活
保
護
基
準
が
用
い
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
こ
に
は
ど
う

影
響
し
ま
す
か
。

教
育
次
長
　
生
活
保
護
基
準
の

引
き
下
げ
は
、
市
全
体
の
制
度

に
関
わ
る
も
の
で
す
。
就
学
援

助
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
国

の
動
向
を
見
て
判
断
し
て
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

質問した事項
定住化促進に向けて学童保育事業など子育て支援の充実をさ
らに進めます（あしろ学童保育クラブ）
定住化促進に向けて学童保育事業など子育て支援の充実をさ
らに進めます（あしろ学童保育クラブ）
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・交通死亡事故抑止の対策
について

・平成の合併とその後の検
証、課題について

 大  森  力  男 　議員
おお もり りき お

２４年は５人の尊い命が犠牲に

多発する市内の交通死亡事故

い
き
ま
す
か
。

市
長
　
合
併
後
３
０
０
０
人
以

上
減
少
し
て
い
る
状
況
は
厳
し

い
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
年
度
は
「
地
域
お
こ
し
協
力

２５隊
」
な
ど
を
生
か
し
、
定
住
化

対
策
を
し
て
い
き
ま
す
。

大
森
議
員
　
市
内
の
地
域
資
源

を
ベ
ー
ス
に
、
新
た
な
産
業
を

推
進
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

市
長
　
現
段
階
で
は
市
内
の
特

産
品
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
ス
イ
ー
ツ
な
ど
販
売

促
進
に
つ
な
が
る
新
た
な
商
品

化
を
図
り
ま
す
。

大
森
議
員
　
新
庁
舎
建
設
後
の

財
政
運
営
の
見
通
し
を
ど
の
よ

う
に
見
て
い
ま
す
か
。

市
長
　
　
年
度
に
は
地
方
交
付

３３

税
が
一
本
算
定
と
な
り
、
よ
り

厳
し
い
財
政
状
況
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
国
や
県
の
補
助

制
度
や
交
付
税
措
置
割
合
の
高

い
地
方
債
の
活
用
を
図
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
健
全
な
財
政

の
か
じ
取
り
を
し
て
い
き
ま
す
。

大
森
議
員
　
交
通
指
導
隊
や
交

通
安
全
協
会
、
交
通
安
全
母
の

会
な
ど
の
団
体
と
の
連
携
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

市
長
　
交
通
安
全
週
間
で
は
、

街
頭
啓
発
を
一
緒
に
行
っ
て
い

る
ほ
か
、
交
通
安
全
教
室
に
は
、

各
団
体
か
ら
支
援
を
い
た
だ
き

警
察
と
一
体
と
な
っ
た
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

大
森
議
員
　
特
に
交
通
事
故
の

多
い
高
齢
者
の
事
故
対
策
を
ど

の
よ
う
に
し
て
い
ま
す
か
。

市
長
　
市
内
の
高
齢
者
の
交
通

事
故
は
約
４
割
と
高
い
こ
と
か

ら
、
高
齢
者
が
集
う
サ
ロ
ン
会

場
で
の
啓
発
活
動
や
高
齢
者
の

い
る
家
庭
を
直
接
訪
問
す
る
な

ど
、
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
て

い
ま
す
。

大
森
議
員
　
合
併
以
来
人
口
の

減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。
今
後

の
対
策
を
ど
の
よ
う
に
図
っ
て

質問した事項

国道２８２号の安代地区荒屋新町の踏切付近は、交通量が
多く危険と隣り合わせとなっています

大
森
議
員
　
交
通
死
亡
事
故
防

止
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

市
長
　
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
道
路

照
明
な
ど
の
設
置
な
ど
を
進
め

て
い
る
ほ
か
、
交
通
安
全
教
室

や
講
習
会
の
開
催
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
る
活
動
で
市
民
に
交
通

安
全
を
訴
え
て
い
ま
す
。

大
森
議
員
　
市
内
の
交
通
事
故

件
数
と
交
通
死
亡
事
故
の
発
生

状
況
を
伺
い
ま
す
。

市
長
　
市
内
の
交
通
事
故
、
と

り
わ
け
人
身
事
故
件
数
は
、
こ

こ
数
年
　
件
前
後
で
推
移
し
て

６０

い
ま
す
。
交
通
死
亡
事
故
は
、

前
年
の
２
件
か
ら
平
成
　
年
は

２４

５
件
に
増
え
て
い
ま
す
。

合
併
と
そ
の
後
の

検
証
・
課
題
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家庭学習の充実を図るため、県下で取り組んでいる教育振興
運動とのタイアップも一つの方法ではないでしょうか（２月
１６日に開かれた市教育振興運動推進大会）

 工  藤 　 剛 　議員
く どう つよし

・教育行政運営基本方針と
重点演述について

・市ＰＴＡ連絡協議会と教
育長との懇談会について

・名護市、滝川市への物流
の活性化について

工
藤
議
員
　
市
内
児
童
生
徒
の

学
力
向
上
に
向
け
た
小
中
連
携

の
具
体
的
な
内
容
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長
　
小
中
学
校
の
先
生
た

ち
が
お
互
い
の
学
習
内
容
や
指

導
方
法
な
ど
の
授
業
の
流
れ
を

理
解
し
合
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

工
藤
議
員
　
そ
の
他
の
施
策
が

あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

教
育
長
　
市
で
毎
年
行
っ
て
い

る
学
力
考
査
の
分
析
結
果
を
受

け
て
、
事
後
指
導
を
徹
底
し
ま

す
。
ま
た
、
授
業
で
の
指
導
方

法
の
改
善
が
最
善
策
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
市
の
指
導
主
事
の
学

校
へ
の
訪
問
回
数
を
増
や
す
と

と
も
に
、
県
と
連
携
を
図
り
な

確
か
な
学
力
育
て
る
た
め
に

授
業
方
法
の
改
善
が
最
善
策

が
ら
教
員
個
々
の
力
量
を
高
め

て
い
き
ま
す
。

工
藤
議
員
　
大
学
な
ど
と
連
携

し
た
授
業
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

教
育
次
長
　
大
学
生
な
ど
の
外

部
サ
ポ
ー
タ
ー
も
取
り
入
れ
た

対
応
も
考
え
て
い
ま
す
。

工
藤
議
員
　
授
業
で
学
ん
だ
こ

と
を
確
か
な
も
の
に
す
る
家
庭

学
習
の
充
実
に
は
、
保
護
者
の

協
力
が
不
可
欠
で
す
が
、
そ
の

対
応
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い

ま
す
か
。

教
育
長
　
教
育
振
興
運
動
と
タ

イ
ア
ッ
プ
す
る
の
も
一
つ
の
方

法
と
考
え
ま
す
。

工
藤
議
員
　
前
回
も
質
問
し
た

授
業
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
推
進
に
つ

い
て
、
現
在
の
活
用
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

教
育
次
長
　
電
子
黒
板
を
使
っ

た
授
業
は
、
　
～
１
６
０
時
間

３０

と
学
校
で
差
が
あ
り
ま
す
。

工
藤
議
員
　
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協

議
会
と
教
育
長
と
の
懇
談
会
で

要
望
が
出
さ
れ
、
　
年
度
に
実

２５

施
さ
れ
る
も
の
は
あ
り
ま
す
か
。

教
育
長
　
市
道
松
尾
線
の
整
備
、

市
道
関
口
若
林
線
は
概
略
設
計

を
実
施
、
安
代
中
学
校
の
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
整
備
、
平
舘
小
学
校

の
ト
イ
レ
修
繕
な
ど
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

工
藤
議
員
　
名
護
市
や
滝
川
市

と
、
特
産
品
の
販
売
も
含
め
た

物
流
の
活
性
化
が
必
要
と
考
え

ま
す
が
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

市
長
　
名
護
市
の
「
道
の
駅
許

田
」
で
は
、
八
幡
平
市
産
あ
き

た
こ
ま
ち
を
　
㌧
販
売
予
定
の

４８

ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
相
互
参

加
で
特
産
品
の
交
流
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
２
月
に
「
大
規
模

災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
協

定
」
を
結
ん
だ
滝
川
市
と
は
、

物
産
交
流
を
模
索
す
る
と
と
も

に
、
修
学
旅
行
誘
致
も
含
め
て

交
流
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

質問した事項

物
流
の
活
性
化

市
Ｐ
連
か
ら
の
要
望
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・スクールバスの利用基準
の見直しについて

・八幡平市環境基本計画に
ついて

・〔いじめ問題について〕
・〔患者輸送車の質問の回
答結果について〕

・〔地下タンクの対応対策
について〕

 伊  藤  一  彦 　議員
い とう かず ひこ

不公平感を招かない運行する

通学バス利用基準の見直し

し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
負

担
軽
減
の
た
め
の
安
定
し
た
運

行
を
し
て
い
き
ま
す
。

伊
藤
議
員
　
国
は
環
境
問
題
に

対
応
す
る
た
め
、
２
０
２
０
年

ま
で
に
、
新
車
販
売
に
占
め
る

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車
や
電
気
自
動

車
な
ど
の
次
世
代
自
動
車
の
割

合
を
最
大
で
　
％
に
す
る
目
標

５０

を
立
て
て
い
ま
す
。
八
幡
平
市

環
境
基
本
計
画
で
も
低
公
害
車

の
導
入
の
推
進
を
う
た
っ
て
い

ま
す
。
観
光
地
を
持
つ
自
治
体

で
は
、
排
ガ
ス
や
窒
素
酸
化
物
、

音
も
出
な
い
電
気
自
動
車
の
導

入
に
対
す
る
補
助
金
な
ど
で
推

奨
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
観
光

地
に
は
電
気
自
動
車
用
の
急
速

充
電
施
設
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
八
幡
平
市
に
は
設
置
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
観
光
振
興
を

進
め
る
に
当
た
り
、
対
策
が
必

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

伊
藤
議
員
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を

運
行
し
て
い
る
が
、
学
校
ま
で

小
学
校
が
４
㌔
、
中
学
校
は
６

㌔
以
上
の
基
準
で
、
同
じ
集
落

の
中
で
、
利
用
で
き
る
子
ど
も

と
で
き
な
い
子
ど
も
が
出
て
い

ま
す
。
距
離
で
は
な
く
集
落
を

基
準
に
す
る
こ
と
が
改
善
の
一

歩
と
考
え
ま
す
。
バ
ス
を
待
つ

同
じ
集
落
の
仲
間
の
目
の
前
を

通
っ
て
毎
日
通
学
す
る
現
状
で

す
。
教
育
関
係
者
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
を

含
め
た
大
人
の
「
い
じ
め
」
と

も
と
れ
る
こ
と
か
ら
早
急
に
対

処
す
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

教
育
長
　
　
年
度
か
ら
運
行
開

２４

始
と
な
っ
た
地
域
で
、
年
度
途

中
に
利
用
の
希
望
が
出
た
生
徒

の
中
に
そ
の
よ
う
な
状
況
が
出

て
い
る
の
は
承
知
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
保
護
者
の
希
望
や
学
校

の
教
育
的
な
配
慮
な
ど
を
勘
案

し
、
不
公
平
感
を
招
か
な
い
よ

う
に
配
慮
し
、
必
要
に
応
じ
て

対
象
地
域
や
条
件
な
ど
を
見
直質問した事項

観
光
地
と
し
て

充
電
ス
タ
ン
ド
設
置

低炭素社会の実現に向け、電気自動車の普及、活用を図るた
め、観光地では急速充電施設が設置されています（青森県十
和田市・十和田湖温泉スキー場駐車場）＝十和田市提供＝

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
行
政

機
関
が
使
う
こ
と
で
普
及
促
進

し
、
今
後
の
技
術
開
発
を
待
つ

の
が
良
い
の
か
検
討
し
ま
す
。

急
速
充
電
施
設
に
つ
い
て
も
、

導
入
状
況
を
き
ち
ん
と
把
握
し

な
が
ら
、
早
期
実
施
に
向
け
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

市
長
　
電
気
自
動
車
は
将
来
的

に
は
有
望
と
考
え
て
い
ま
す
。

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
時
代
の

要
請
を
勘
案
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
ま
す
。
観
光
地
を
持
っ

て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
一
般

車
両
の
乗
り
入
れ
禁
止
の
取
り

組
み
を
啓
発
し
な
く
て
は
な
ら
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ま
ず
市
民
の
医
療
の
確
保
と
い

う
立
場
か
ら
検
討
す
る
の
が
大

前
提
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
想
定
さ
れ
る
全
体
の
事

業
費
規
模
は
い
く
ら
で
す
か
。

市
長
　
西
根
病
院
な
ど
の
施
設

の
配
置
に
つ
い
て
は
、
大
更
駅

周
辺
の
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
計
画
に
盛
り
込
ん
だ
も
の

で
す
。
こ
れ
ら
の
施
設
は
市
民

目
線
で
考
え
た
計
画
で
の
位
置

付
け
で
あ
り
、
詳
細
に
つ
い
て

は
、
今
後
検
討
を
要
す
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。
全
体
の
事

業
費
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
基
本

計
画
の
段
階
な
の
で
、
詳
細
な

精
査
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

米
田
議
員
　
現
時
点
で
全
体
事

業
費
は
ま
だ
明
確
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
合
併
以
降
最
大
の
事

業
に
な
る
可
能
性
が
高
い
も
の

で
あ
り
、
最
善
の
計
画
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
責
任
が
あ
り

大更駅周辺および隣接地域のまちづくり環境整備基本計画に
基づき、昨年度は４回にわたって都市計画道路大更駅前線街
路整備検討会が行われました

 米  田  定  男 　議員
まい た さだ お

・「大更駅周辺まちづくり
計画」について米

田
議
員
　
大
更
駅
周
辺
お
よ

び
隣
接
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
基

本
計
画
に
つ
い
て
は
、
策
定
に

当
た
っ
て
地
域
住
民
が
参
加
し

て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
計

画
そ
の
も
の
に
つ
い
て
基
本
的

に
尊
重
す
る
立
場
で
す
。
一
方

で
こ
れ
は
市
の
計
画
で
あ
り
、

議
員
一
人
一
人
も
当
事
者
と
し

て
の
責
任
が
あ
る
立
場
に
あ
り

ま
す
。
こ
の
計
画
で
の
西
根
病

院
や
文
化
会
館
な
ど
の
建
設
適

地
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
ま
ず

地
域
づ
く
り
の
視
点
か
ら
で
は

な
く
、
そ
の
施
設
の
特
性
を
踏

ま
え
て
検
討
す
る
の
が
当
然
で

す
。
西
根
病
院
の
場
合
で
は
、

大
更
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
計
画

事
業
費
な
ど
の
詳
細
は
未
精
査

行
政
運
営
上
の

矛
盾
で
は
な
い
か

ま
す
。
こ
の
計
画
で
は
、
西
根

病
院
の
新
設
場
所
と
し
て
大
更

駅
東
側
と
特
定
し
て
い
る
一
方

で
、
市
が
設
置
し
た
「
西
根
病

院
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
で
は
、

病
院
の
新
設
場
所
を
含
め
て
ま

だ
検
討
中
で
す
。

　
市
の
計
画
で
は
、
新
設
場
所

を
特
定
し
な
が
ら
、
自
ら
が
設

置
し
た
検
討
委
員
会
で
は
新
設

場
所
を
検
討
中
と
い
う
の
は
、

行
政
運
営
上
明
ら
か
に
矛
盾
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
文
化
会
館
に
つ
い
て
も
、
建

設
さ
れ
れ
ば
市
内
で
唯
一
の
施

設
で
あ
り
、
そ
の
場
所
も
含
め

て
全
市
民
的
に
検
討
す
る
の
が

当
然
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

副
市
長
　
病
院
に
つ
い
て
は
、

検
討
委
員
会
の
意
見
を
尊
重
す

る
と
い
う
の
が
基
本
に
な
り
ま

す
。
文
化
会
館
に
つ
い
て
も
、

具
体
化
に
お
い
て
全
市
的
課
題

と
し
て
議
論
し
て
い
く
こ
と
に

に
な
り
ま
す
。

質問した事項

一 般 質 問
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・ＴＰＰと地域農業について
・地域医療と西根病院につ
いて

 三  浦 　 侃 　議員
み うら ただし

人・農地プラン作成を早期に

ＴＰＰへの体質強化どう図る

三
浦
議
員
　
リ
ン
ド
ウ
な
ど
花

卉
販
売
高
　
億
円
突
破
に
向
け

１５

て
ど
の
よ
う
な
支
援
を
考
え
て

い
ま
す
か
。

産
業
部
長
　
　
年
度
は
育
苗
の

２５

支
援
を
予
算
に
盛
り
込
ん
で
い

ま
す
。
今
後
も
現
場
の
声
を
聞

き
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

三
浦
議
員
　
西
根
病
院
の
移
転

新
築
に
つ
い
て
の
最
終
的
な
時

期
は
い
つ
頃
に
な
り
ま
す
か
。

西
根
病
院
事
務
局
長
　
「
西
根

病
院
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
で

は
、
　
年
度
に
工
事
に
入
る
こ

２８

と
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

三
浦
議
員
　
検
討
委
員
会
の
検

討
結
果
は
ど
の
よ
う
に
報
告
さ

れ
る
の
で
す
か
。

副
市
長
　
「
西
根
病
院
の
整
備

に
関
す
る
基
本
構
想
」
と
し
て
、

位
置
な
ど
も
含
め
て
市
長
に
報

告
さ
れ
ま
す
。
　
年
度
中
に
議

２５

会
に
も
説
明
す
る
予
定
で
す
。

の
作
成
を
早
期
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

三
浦
議
員
　
人
・
農
地
プ
ラ
ン

作
成
の
 進
捗
 状
況
と
　
年
度

し
ん
ち
ょ
く

２５

の
青
年
就
農
給
付
金
の
対
象
者

数
、
農
地
集
積
協
力
金
の
集
積

面
積
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
か
。

市
長
　
プ
ラ
ン
作
成
済
み
の
集

落
は
現
在
五
つ
と
計
画
よ
り
遅

れ
て
い
ま
す
。
　
年
度
に
交
付

２５

対
象
と
な
る
青
年
農
業
者
は
　１６

人
、
農
地
集
積
に
協
力
す
る
人

は
　
人
で
　
・
７
㌶
と
な
っ
て

３０

４１

い
ま
す
。

三
浦
議
員
　
耕
作
放
棄
地
の
解

消
の
た
め
、
農
地
の
集
積
は
集

落
を
超
え
て
考
え
て
み
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

産
業
部
長
　
地
権
者
の
意
向
を

聞
く
た
め
に
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
中
で
は
、
集
落

を
越
え
て
や
る
べ
き
だ
と
い
う

声
も
出
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の

方
向
で
進
ん
で
い
く
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

質問した事項

老
朽
化
の
西
根
病
院

移
転
新
築
の
め
ど

三
浦
議
員
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
体
質

強
化
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
け

ば
、
農
政
の
面
で
今
の
状
況
を

緩
和
で
き
る
と
考
え
ま
す
か
。

市
長
　
国
の
政
策
に
沿
う
よ
う

な
形
で
、
対
応
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
遅
れ
を
と
っ

て
し
ま
う
思
っ
て
い
ま
す
。
当

面
は
、
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

三
浦
議
員
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て

先
頃
、
日
米
共
同
声
明
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
市
長
の
所
感
を

伺
い
ま
す
。

市
長
　
我
が
国
の
基
幹
産
業
の

農
業
で
の
国
益
を
損
な
わ
な
い

よ
う
に
、
聖
域
な
き
関
税
撤
廃

で
な
い
こ
と
を
今
後
の
交
渉
の

中
で
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

人と農地の問題を話し合い、地域の未来の設計図となる
「人・農地プラン（地域農業マスタープラン）」の早期作
成に支援していきます
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一 般 質 問

出
生
数
増
加
に
結
び
付
く
施
策

の
展
開
を
図
る
考
え
で
す
。

田
中
議
員
　
学
校
教
育
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
は
広
範
囲
に
わ
た
り
ま

す
。
学
力
だ
け
で
は
な
く
、
こ

れ
か
ら
の
八
幡
平
市
を
担
う
人

材
を
作
っ
て
い
く
中
で
、
市
内

児
童
生
徒
の
文
化
活
動
は
ど
の

よ
う
な
状
況
で
す
か
。

教
育
長
　
例
え
ば
、
国
民
文
化

祭
・
と
く
し
ま
2
0
1
２
「
川

柳
の
祭
典
」
で
寺
田
小
学
校
の

児
童
が
入
賞
し
た
り
、
市
が
毎

年
行
っ
て
い
る
少
年
少
女
の
詩

「
江
間
章
子
賞
」
で
は
、
市
内

の
児
童
生
徒
が
素
晴
ら
し
い
詩

を
書
い
た
り
す
る
な
ど
、
学
力

向
上
の
側
面
を
担
う
文
化
活
動

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
が
得
意

分
野
を
さ
ら
に
伸
ば
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
教
育
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

し
、
市
は
そ
れ
を
後
押
し
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
が
、
新
庁
舎
周
辺
は

市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を

支
え
る
重
要
な
美
田
地
域
で
も

あ
り
ま
す
。
水
田
地
帯
の
景
観

と
調
和
し
た
自
然
の
中
で
共
存

す
る
施
策
を
進
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

田
中
議
員
　
市
の
将
来
的
発
展

は
若
い
人
材
の
育
成
に
あ
る
と

思
い
ま
す
。
八
幡
平
市
は
他
の

自
治
体
よ
り
子
育
て
支
援
は
充

実
し
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
子

ど
も
が
増
え
る
た
め
の
施
策
が

重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
市
長
の

決
意
を
お
聞
き
し
ま
す
。

市
長
　
子
育
て
支
援
の
取
り
組

み
が
出
生
数
の
増
加
に
結
び
付

い
て
い
な
い
の
は
、
仕
事
と
子

育
て
が
両
立
で
き
る
環
境
整
備

が
遅
れ
て
い
る
こ
と
も
要
因
の

一
つ
に
あ
り
ま
す
。
市
総
合
計

画
後
期
基
本
計
画
の
重
点
施
策

で
あ
る
「
定
住
化
の
促
進
」
に

子
育
て
支
援
事
業
を
最
優
先
し
、

 田  中  榮  司  夫 　議員
た なか え し お

・市の発展的 強靭 施策につ
きょうじん

いて
・市内児童生徒の学力向上
対策について

田
中
議
員
　
新
庁
舎
を
中
心
と

す
る
ア
ク
セ
ス
道
路
な
ど
を
整

備
す
る
計
画
は
理
解
で
き
ま
す

が
、
周
辺
の
市
街
地
活
性
化
構

想
が
市
民
に
見
え
て
も
よ
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
長
　
新
庁
舎
は
平
成
　
年
９

２６

月
末
の
完
成
を
目
指
し
て
事
業

を
進
め
て
い
ま
す
。
庁
舎
関
連

道
路
の
整
備
や
Ｊ
Ｒ
花
輪
線
北

森
駅
の
移
設
、
国
道
２
８
２
号

西
根
バ
イ
パ
ス
の
完
成
も
予
定

さ
れ
て
お
り
、
新
庁
舎
周
辺
の

環
境
は
変
わ
る
も
の
と
予
想
さ

れ
ま
す
。
商
業
施
設
や
住
宅
な

ど
の
周
辺
の
開
発
に
つ
い
て
は
、

民
間
活
力
に
よ
る
整
備
を
推
進

新
庁
舎
の
市
街
地
活
性
化
構
想

民
間
活
力
を
後
押
し
す
る
環
境
を

市
内
児
童
生
徒

文
化
活
動
の
状
況

質問した事項

平成２６年９月の完成を目指し、２５年度も新庁舎建設事業が進
められます（３月４日に建設予定地で行われた新庁舎および
多目的ホール建設工事の安全祈願祭）
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　会派活動報告

酪
農
体
験
を
教
育
に
取
り
入
れ

市政クラブ
工藤直道（代表）
大和田順一　田中榮司夫
工藤　剛　立花安文

「
国
際
観
光
都
市
」を
目
指
し
て

新生会
田村　孝（代表）
瀬川健則　松浦博幸
渡辺義光　大森力男

高
山
市
議
会
議
場（
２
月
　
日
）

１２

農
業
を
志
す
若
者
を
町
に
定
住

緑松会
自由クラブ

髙橋光幸（代表）　
伊藤一彦　古川津好
関善次郎（代表）
遠藤公雄　髙橋喜代春

Ｆ
Ｍ
放
送
利
用
し
た
情
報
提
供

八起会
髙橋　守（代表）
三浦　侃　小笠原壽男
小野寺昭一

松
戸
市
議
会（
２
月
７
日
）

　
市
政
ク
ラ
ブ
は
、
昨
年
　
月
　
日
か
ら
　
日

１２

２０

２２

ま
で
、
愛
知
県
新
城
市
で
「
議
会
改
革
の
取
り

組
み
」、
同
岡
崎
市
で
「
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム

の
取
り
組
み
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
新
城
市
で
は
、
平
成
　
年
に
議
員
定
数
を
　

２１

３０

人
か
ら
　
人
へ
と
大
幅
に
削
減
し
た
ほ
か
、
　

１８

２３

年
に
は
議
会
基
本
条
例
を
制
定
す
る
な
ど
、
議

会
改
革
を
進
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
岡
崎
市
で
は
、
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
に
認
定

さ
れ
て
い
る
片
岡
牧
場
を
視
察
し
ま
し
た
。
同

牧
場
で
は
、
地
元
の
児
童
生
徒
を
受
け
入
れ
て
、

動
物
と
の
関
わ
り
や
生
き
物
と
の
ふ
れ
あ
い
を

通
じ
て
命
の
重
さ
を
教
え
、
給
食
で
飲
ん
で
い

る
牛
乳
へ
の
理
解
や
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
活

動
を
し
て
い
ま
し
た
。

出
前
用「
乳
し
ぼ
り
体
験
用
具
」（
岡
崎

市
・
片
岡
牧
場
、
昨
年
　
月
　
日
）

１２

２１

　
新
生
会
と
北
口
和
男
議
員（
無
会
派
）は
、
２

月
　
日
か
ら
　
日
ま
で
、
岐
阜
県
高
山
市
で

１１

１３

「
議
会
改
革
・
高
山
駅
周
辺
事
業
」、
名
古
屋
市

の
港
防
災
セ
ン
タ
ー
を
合
同
で
視
察
し
ま
し
た
。

　
高
山
市
で
は
、
平
成
　
年
の
合
併
で
日
本
一

１７

広
い
市
と
な
っ
た
こ
と
を
契
機
に
議
会
改
革
に

取
り
組
み
、
議
会
基
本
条
例
の
制
定
や
市
民
意

見
交
換
会
、
政
策
討
論
会
な
ど
「
議
論
す
る
議

会
」
を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、「
国
際
観
光
都
市
」を
目
指
し
高
山
駅
前

開
発
事
業
を
　
年
か
け
て
進
め
て
い
ま
し
た
。

２０

　
港
防
災
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
　
年
に
甚
大
な

３４

被
害
を
も
た
ら
し
た
伊
勢
湾
台
風
を
風
化
さ
せ

な
い
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
で
き
る
施
設

と
し
て
市
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
ま
し
た
。

　
八
起
会
は
、
２
月
６
日
か
ら
８
日
ま
で
、
愛

知
県
東
海
市
で
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
ジ
オ
と
行

政
の
関
わ
り
」、
千
葉
県
松
戸
市
で
「
行
政
評

価
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
東
海
市
で
は
、「
地
域
情
報
化
」の
多
角
化
に

対
応
す
る
た
め
、
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
な

ど
の
お
知
ら
せ
と
と
も
に
、
災
害
な
ど
の
緊
急

情
報
を
市
民
に
伝
え
る
手
段
と
し
て
、
平
成
　１９

年
の
開
局
当
初
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
を
活

用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
松
戸
市
で
は
、
全
て
の
事
業
を
行
政
評
価
の

対
象
と
し
て
い
ま
し
た
。
市
民
の
満
足
度
調
査

に
よ
る
評
価
を
取
り
入
れ
、
予
算
ベ
ー
ス
で
は

な
い
評
価
方
法
が
画
期
的
な
取
り
組
み
と
思
い

ま
し
た
。

　
緑
松
会
と
自
由
ク
ラ
ブ
、
渡
邊
正
議
員
（
無

会
派
）
は
、昨
年
　
月
　
日
か
ら
　
日
ま
で
、

１２

１７

１９

福
井
県
若
狭
町
で「
就
農
定
住
事
業
」、
同
美
浜

町
で「
空
き
家
対
策
」を
合
同
で
視
察
し
ま
し
た
。

　
若
狭
町
の「
か
み
な
か
農
楽
舎
」は
、
平
成
　１３

年
に
研
修
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
な
ど
を

行
う
法
人
と
し
て
設
立
さ
れ
、
２
年
の
共
同
生

活
を
し
な
が
ら
、
卒
業
後
は
ス
ム
ー
ズ
に
集
落

に
定
住
で
き
る
よ
う
に
し
た
結
果
、
卒
業
生
　２８

人
中
　
人
が
町
内
に
定
住
し
、
研
修
生
同
士
の

２１

結
婚
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
美
浜
町
の
「
N
P
O
法
人
ふ
る
さ
と
福
井
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
空
き
家
対
策
と
し

て
、
貸
し
た
い
人
と
借
り
た
い
人
を
繋
ぐ
「
空

き
家
マ
ッ
チ
ン
グ
」
活
動
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
О
法
人
ふ
る
さ
と
福
井
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー（
昨
年
　
月
　
日
）

１２

１９
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後
に「
希
望
の
丘
」と
し
て
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
う
れ
し
く
思
い

ま
し
た
。
今
後
廃
校
に
な
る
校
舎
も
有

効
活
用
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。
（
野

駄
・
　
歳
女
性
）

５２
幡
平
市
に
来
て
子
ど
も
を
育
て

て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
住
み
た

く
な
る
ま
ち
づ
く
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
帷
子
・
　
歳
女
性
）

３５

つ
の
ス
キ
ー
場
に
囲
ま
れ
、
ス
キ
ー
が

で
き
る
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
八

幡
平
市
に
生
ま
れ
、
ス
キ
ー
に
親
し
み
、

体
と
心
を
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
る
わ
が

子
は
幸
せ
で
す
。
こ
と
し
は
、
田
山
ス

キ
ー
場
に
も
行
き
ま
し
た
。
市
内
小
中

学
生
の
田
山
ス
キ
ー
場
の
無
料
シ
ー
ズ

ン
券
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
く
だ
さ
い
。

（
柏
台
・
　
歳
女
性
）

３６

近
は
　
代
や
　
代
の
一
人
暮
ら

５０

６０

し
も
増
え
、
仕
事
も
な
く
収
入

が
な
い
人
も
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
対

策
を
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
す
。（
五
日
市
・
　
歳
女
性
）

５４

庁
舎
を
建
て
る
な
ら
ば
、
屋
根

に
太
陽
光
パ
ネ
ル
や
、
災
害
時

に
必
要
な
物
を
多
く
備
え
て
お
け
ば
良

い
と
思
い
ま
す
。（
大
更
・
　
歳
女
性
）

２４

日
、
他
の
ま
ち
の
公
園

に
行
っ
た
と
き
、
幼
児

用
の
遊
具
だ
け
で
な
く
、
そ
り

で
遊
べ
る
大
き
な
雪
山
が
あ
り

ま
し
た
。
八
幡
平
市
に
も
同
じ

よ
う
な
場
所
が
あ
れ
ば
う
れ
し

い
で
す
。
小
さ
い
子
ど
も
を

持
っ
た
お
母
さ
ん
達
の
悩
み
を

聞
い
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
こ

の
ま
ま
で
は
、
八
幡
平
市
か
ら

元
気
な
子
ど
も
が
い
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。（
大
更
・
　３７

歳
女
性
）Ｒ

花
輪
線
北
森
駅
が

「
い
わ
て
八
幡
平
入
口
駅
」
に

な
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。（
星
沢
・

　
歳
男
性
）

１７

更
の
街
中
を
通
る
と
い
つ
も
淋

し
い
感
じ
が
し
て
、
活
気
も
な

く
出
掛
け
て
も
あ
ま
り
楽
し
め
な
い
気

が
し
ま
す（
特
に
大
更
駅
周
辺
）。
も
う

少
し
明
る
い
雰
囲
気
に
な
ら
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。（
西
根
寺
田
・
　
歳
女
性
）

４７

成
　
年
に
西
根
病
院
の
移
転
新

２８
築
に
着
工
と
議
会
だ
よ
り
に
書

い
て
あ
り
ま
し
た
が
、
も
っ
と
八
幡
平

市
に
な
い
泌
尿
器
科
や
産
婦
人
科
な
ど

が
あ
っ
た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
。
盛
岡

に
バ
ス
で
通
院
す
る
の
は
大
変
で
す
。

（
大
更
・
　
歳
女
性
）

５８の
母
校
も
統
廃
合
さ
れ
ま
し
た
。

寂
し
い
思
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、

で
も
自
立
し
て
暮
ら
し
て
い
け

る
よ
う
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
（
叺

田
・
　
歳
女
性
）

６５
更
の
燃
え
る
ご
み
の
日

が
月
曜
日
な
の
で
、
祝

日
や
振
替
休
日
に
あ
た
る
こ
と

が
多
く
、
ご
み
集
積
場
が
盛
り

上
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
な
ん

と
か
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
大
更
・
　
歳
女
性
）

６０の
住
ん
で
い
る
地
区
は
、

八
幡
平
リ
ゾ
ー
ト
パ
ノ

ラ
マ
・
下
倉
、
安
比
高
原
と
３

会
だ
よ
り
を
読
ん
で
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
待
機
者
の
人
数

を
は
じ
め
て
知
り
ま
し
た
。
特
に
在
宅

待
機
者
　
人
の
人
た
ち
の
生
活
が
心
配

６４

に
な
り
ま
す
。
私
も
こ
と
し
か
ら
高
齢

者
の
仲
間
に
入
り
、
い
つ
、
ど
ん
な
時

施
設
の
お
世
話
に
な
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
運
動
や
散
歩
な
ど
を
し
て
、
日
常

生
活
か
ら
健
康
に
気
を
付
け
、
い
つ
ま

追跡
Report

一般質問の提言から
市内２観光道路に愛称誕生

安比高原から松ちゃん市場までの道路、田代平高原を
通る道路に名称を付けて、観光振興を図るべきではな

　　いでしょうか。（平成２２年第３回定例会）
この道路は観光ルートであり、実現に向け関係団体と
検討、協議していきます。

　市では、昨年１１月に募集を行い、安比高原から松ちゃん
市場までの道路（市道安比線～畑前森線）は、応募９４点の中
から 三 

み

 澤 
さわ

 儀 
よし

 男 さん（６３）＝安比高原＝が応募した「安比高原
お

レインボーライン」、田代平高原を通る道路（県道 巻日
影線～田代平西根線）は、６５点の応募の中から 髙 

たか

 橋 
はし

 時 
とき

 夫 さ
お

ん（６４）＝中村＝が応募した「七時雨カルデラライン」に決ま
りました。２５年度は新しい名称の看板を設置する予定です。

「安比高原レインボーライン」名付け親の三澤儀男さん（写
真右）と「七時雨カルデラライン」名付け親の髙橋時夫さん

問

答

革その後

最新先Ｊ大

私 平八

議
大私

声
クイズに寄せられた意見な
どの中からいくつかを紹介
します。
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２月▲

４日　議員全員協議会、議会改革調査特別委員会第 
　　　　２・３小委員会▲

６日　議会改革調査特別委員会小委員長会議、八起
　　　　会会派研修（～８日）▲

７日　産業建設常任委員会所管事務調査に係る八幡
　　　　平農業改良普及センターとの意見交換会、
　　　　市政クラブ会派研修、全国市議会議長会基地
　　　　協議会第７６回総会▲

８日　広域行政圏市議会協議会第４４回総会▲

１１日　新生会・無会派（北口和男議員）合同研修（～
　　　　１３日）▲

１４日　議会改革調査特別委員会第１・２・３小委員
　　　　会、議会改革調査特別委員会小委員長会議、
　　　　議会運営委員会▲

１５日　全国過疎自立促進連盟第１１９回理事会、雫石町
　　　　議会広報編集特別委員会・八幡平市議会広報
　　　　特別委員会合同研修会▲

１８日　全国高速自動車道市議会協議会第３９回定期総会▲

１９日　議会改革調査特別委員会小委員長会議、平成
　　　　２５年２月岩手県後期高齢者医療広域連合議
　　　　会定例会

▲

２１日　市議会第１回定例会（～３月２２日）、議会改革
　　　　調査特別委員会、議会広報特別委員会、平成２５
　　　　年２月盛岡地区広域消防組合議会定例会▲

２２日　盛岡北部行政事務組合議会第１回定例会
３月▲

１日　議会改革調査特別委員会、議会改革調査特別
　　　　委員会小委員長会議▲

６日　議会改革調査特別委員会▲

８日　総務常任委員会、教育民生常任委員会、産業建
　　　　設常任委員会▲

１１日　議員全員協議会、予算特別委員会、議会改革調
　　　　査特別委員会小委員長会議▲

１４日　予算特別委員会、会派代表者会議▲

１５日　予算特別委員会▲

１８日　予算特別委員会▲

１９日　予算特別委員会、議会運営委員会▲

２７日　議会広報特別委員会▲

２８日　新生会会派研修（～２９日）、緑松会・自由クラ
　　　　ブ・無会派（渡邊正議員）合同研修（～２９日）
４月▲

１０日　議会運営委員会▲

１１日　岩手県市議会議長会第１回定期総会（～１２日）▲

１８日　東北市議会議長会理事会、第６５回東北市議会
　　　　議長会定期総会（～１９日）▲

２５日　議会広報特別委員会

　議会の動き（　　　）２月 １ 日から
４月２ ５日まで

問　〇の中には、どんな数字（文字）が入るでしょう？

次の市議会議員選挙から議員定数は〇人

イク ズ

応募者　２３人　　正解者　１３人
当選者　立花公希さん（星沢）、小野寺幸子さん（野駄）、田村正勝さ
ん（西根寺田）、遠藤幸子さん（叺田）、山田憲子さん（大更）

前回（№３０）の正解　１６（校）

　はがき、ＦＡＸ、Ｅメールに「答え、住所、氏名（ふりがな）、年
齢、議会だよりを読んだご感想、市議会へのご意見・ご要望など」
を必ず記入して応募ください。正解者の中から抽選で５人に八幡平
市共通商品券1,000円分をお贈りします。
※お寄せいただいた個人情報は、本目的以外には使用しません。

応募方法

〒０２８－７１９２（住所不要）　八幡平市議会事務局　議会だより　係
Ｆ　Ａ　Ｘ：０１９５-７６-２９８０
Ｅメール：ｇｉｋａｉ＠ｃｉｔｙ．ｈａｃｈｉｍａｎｔａｉ．ｌｇ．ｊｐ

あて先

平成２５年６月１０日㈪
応募期限

６月定例会の日程（予定）
内　容期　日

　議案上程　ほか６月１４日㈮

　休　　会６月１５日㈯

　休　　会６月１６日㈰

　一般質問６月１７日㈪

　一般質問６月１８日㈫

　一般質問、議案審議６月１９日㈬

　休　　会６月２０日㈭

　議案審議、請願・発議案審議６月２１日㈮

※詳しい日程は決まり次第、市議会ホームページ
　に掲載します。

　傍聴など詳しくは、議会事務局（☎７６-２１１１、
内線１３２１～１３２３）まで問い合わせください。

◎
議
会
事
務
局
人
事
異
動

（
４
月
１
日
付
）

▼
事
務
局
長
　
 高
  橋
  敏
  彦
 （
前

た
か
 は
し
 と
し
 ひ
こ

農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

▼
議
事
係
長
　
 佐
  々
  木
  由
  理
  香
 

さ
 
さ
 
き
 
ゆ
 
り
 
か

（
前
市
民
福
祉
部
健
康
福
祉
課

付
【
係
長
級
・
盛
岡
北
部
行
政

事
務
組
合
派
遣
】）

▼
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
係

長
　
 伊
  藤
  純
子
 （
前
議
会
事
務

い
 
と
う
 じ
ゅ
ん
こ

局
議
事
係
長
）

▼
退
職（
３
月
　
日
付
）　
 鈴
 

す
ず

３１

 木
  伸
  也
 （
前
議
会
事
務
局
長
）

き
 
し
ん
 
や
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私
の
住
ん
で
い
る
集
落
は
ほ
と
ん
ど
が
農

家
で
す
が
、
農
業
を
す
る
人
が
高
年
齢
化
に

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
今
は
交
通

の
不
便
さ
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
市
で
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行
し
て
い
ま
す
が
、

時
間
が
早
い
た
め
利
用
し
に
く
い
と
い
う
声

が
あ
り
ま
す
。
利
用
者
の
声
を
も
っ
と
聞
い

て
も
ら
い
、
使
い
や
す
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
に
な
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
で
は
、
議
員
の
皆
さ
ん
の
視

察
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
研
修

し
た
こ
と
を
も
っ
と
市
に
提
言
し
て
も
ら
い

た
い
で
す
。
ま
た
、
傍
聴
に
行
く
こ
と
が
で

き
な
い
人
た
ち
が
議
会
を
知
る
た
め
に
も
、

議
会
報
告
会
の
よ
う
な
議
員
と
の
交
流
の
場

を
ぜ
ひ
開
催
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

（昨年８月５日、子ども伝統芸能フェスティバル）

先人から　受け継ぐ⑿　 浅  沢 
あさ ざわ

 神楽 
　か　ぐ　ら　

　浅沢神楽の由来は、約８００年前の鎌倉
時代に、現在の二戸市浄法寺町に住んで
いた山伏が神社を建立した時に、浄法寺
城主と領民の安泰や五穀豊穣、悪疫退散
などを祈願し奉納した舞が始まりと言わ
れています。時期は不明ですが、人や物
の交流の中で浄法寺と隣接する浅沢に伝
承されたと考えられています。その後、

時代の流れで祖流は廃絶し空白がありま
したが、昭和５０年代に当時唯一の伝承者
である斎藤駒吉翁の指導を受け復活を果
たし、現在も地区の子どもたちなどに継
承されています。
◎保存会代表　佐藤佳哉さん
◎市指定無形民俗文化財指定日　昭和５２
年４月６日（旧安代町指定）

議
会
の

ど 遠  藤  京子 さん（帷子）
えん どう きょうこ

議
会
を
知
る
た
め
に
も

議
員
と
の
交
流
の
場
を

ま


